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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想、の酒養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され、

以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきましたO

このたび、千葉県文化財センター調査報告第355集として、日本

道路公団の東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に伴って実施

した市原市大作頭遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりまし

た。

この調査では、縄文時代早期の炉穴や土器が多数出土するなど、

この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦

労をおかげした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成11年 3月31日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長 中村好成



凡 伊リ

1 本書は、日本道路公団による東関東自動車道(千葉・富津線)建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告

書の第 3集である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県市原市今富字大作1，066ほかに所在する大作頭遺跡(遺跡コード 219-

043)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、日本道路公団の委託を受け、財団法人千葉県文化財センター

が実施したO

4 発掘調査及び整理作業の組織、担当者及び実施期間は、第 1章に記載した。

5 本書の執筆・編集は、主任技師加納実が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、日本道路公団、市原市教育

委員会ほか多くの方々から御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第4図 国土地理院発行 1:25.000地形図「姉崎 CNI-54-19-16・ 3)J 

8 周辺航空写真は、京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用したO

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

10 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の用例は、次のとおりである。

石器 ミガキ

石器強いタタキ

石器弱いタタキ

炉穴燃焼部

炉穴 土層断面の焼土

- 土器胎土中に繊維を含む
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図版14 B区縄文時代土坑(2 ) 図版42 B区磯石器、 C区喋石器

図版15 B区縄文時代土坑(3 )、 B区縄文時代住 図版43 子母口式土器文様接写(1 ) 

居跡(1 ) 図版44 子母口式土器文様接写(2 ) 

図版16 B区縄文時代住居跡(2 )、 C区炉穴(1 ) 図版45 子母口式土器文様接写(3 ) 

図版17 C区炉穴(2 ) 図版46 子母口式土器文様接写(4 ) 

図版18 C区炉穴(3 ) 図版47 子母口式土器文様接写(5 ) 

図版19 C区炉穴(4 ) 図版48 子母口式土器口唇部加飾接写

図版20 C区炉穴(5 ) 

図版21 C区縄文時代土坑、 C区縄文時代住居跡、

C区方形周溝状遺構

図版22 旧石器時代石器

図版23 A区炉穴出土土器

図版24 A区縄文時代土坑出土土器、 A区縄文時代

住居跡出土土器、 A区遺構外出土縄文土器

( 1 ) 

図版25 A区遺構外出土土器(2 ) 

図版26 B区炉穴出土土器(1 ) 

図版27 B区炉穴出土土器(2 ) 

図版28 B区炉穴出土土器(3 )、 B区縄文時代土

坑出土土器

図版29 B区縄文時代住居跡出土土器、 B区遺構外

出土縄文土器(1 ) 

図版30 B区遺構外出土縄文土器(2 ) 

図版31 B区遺構外出土縄文土器(3 ) 

図版32 B区遺構外出土縄文土器(4 ) 

図版33 B区遺構外出土縄文土器(5 ) 

図版34 B区遺構外出土縄文土器(6 ) 

図版35 B区遺構外出土縄文土器(7 )、 C区炉穴

出土土器(1 ) 

図版36 C区炉穴出土土器(2 ) 

図版37 C区炉穴出土土器(3 )、 C区縄文時代土

坑出土土器、 C区遺構外出土縄文土器、大

作頭遺跡表採の縄文土器

図版38 A区・ B区・ C区剥片石器



第 1章はじめに

第 1節調査概要

l 調査の経緯と経過

日本道路公団によって、東関東自動車道(千葉・富津線)の建設が計画され、事業地内の埋蔵文化財の

取扱いについて関係諸機関の協議した結果、記録保存の措置を講ずることとなり、平成元年3月から財団

法人千葉県文化財センターが事業区域内に所在する遺跡の発掘調査を実施することとなった。

大作頭遺跡の発掘調査は、平成元年 3月から事業範囲46，700niの確認調査を開始し、縄文時代早期を中

心とする遺構・遺物などの分布が認められた。この確認調査の結果に基づき、 20，450niの上層本調査と、

104niの下層本調査を実施することとなり、平成元年4月から本調査を開始し、平成 2年11月をもって発

掘調査を終了した(第 1図)。平成 9年 4月から整理作業を行った。なお、発掘調査・整理作業の実施期

間・担当職員は下記のとおりである。

発掘作業

昭和63年度

調査部長堀部昭夫

班長 佐久間豊

担当者 柴田龍司

平成元年度

調査部長堀部昭夫

班長 佐久間豊

担当者 半津幹雄神 野 信 四 柳 隆

平成2年度

調査部長堀部昭夫

班長 郷田良一

担当者 加藤修司沖松信隆糸原清

2 調査の概要

整理作業

平成 9年度

調査部長西山太郎

所長 高田博

担当者 川島利道加納実

作業内容原稿執筆まで

平成10年度

調査部長沼津豊

所長 高田博

作業内容刊行のみ

大作頭遺跡からは、旧石器時代石器出土地点が 3か所、縄文時代早期の炉穴158基・土坑(陥穴を含む)

49基、縄文時代中期の住居跡4軒、奈良時代に設営されたと思われる方形周溝状遺構 3基が検出されてい

る。このほか、縄文時代早期・中期・後期の土器群が出土しているが、量的には早期の土器が主体である。

大作頭遺跡の主要な成果は、縄文時代早期の子母口式土器の出土である。子母口式土器は市原市域での

出土例は希薄であったため、今回の多量の出土は、今後の市原市域及びその周辺地域での早期の遺跡の立

地を考える上で貴重な成果であるといえる。さらに大作頭遺跡で出土した子母口式土器は、検出例が希薄
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第 1図 確認調査対象範囲と本調査範囲





であった終末期に属するものが多く、野島式土器につながる要素を多く有する土器群や、中部・東北地方

との関係を推し量る上で欠かすことのできない第一級の資料であるといえる(巻頭図版参照)。

3 調査の方法

発掘区の設定は、国土地理院国家座標を基準とし、 20mx 20mの方眼の大グリッドを設定し、西から東

に向かつてA-B-C・・・、北から南に向かつて 1・2・3・・・とした(第2図)。

A区(上層・下層)、 B区(下層)、 C区(上層・下層)については、大グリッド内を 2m方眼の小グ、リッ

ドに分割し、西から東へ00・01・02・・・、北から南へ00・10・20・・・としたo B区(下層)について

は、大グリッド内を 4m方眼の小ク'リッドに分割し、西から東へ00・01・02・03・04・、北から南へ00・

10・20・30・40とした(第3図)。

上層の確認調査は、 2m x 4 mのトレンチを10%の割合で設定し、上層の本調査は、重機による表土除

去後行った。下層の確認調査は、 2m x 2 mのトレンチを 4%の割合で設定し、遺物を検出した卜レンチ

を拡張し、本調査を実施したO 遺物の取上げについては、遺構に伴って出土したものは遺構内の通し番号

で、包含層や旧石器時代の遺物についてはグリッド内の通し番号で取り上げた。

大作頭遺跡の本調査地点は 3か所に分かれているO 整理作業の段階で、これらを西からA区、 B区、 C

区と呼称し、作業を行ったO

2m 
〆'ー、、
。。

11 

22 

33 

44 

55 

66 

77 

88 

99 

A区(上層・下層)・ B区(下層)・C区(上層・下層)

ノヘ
。。

10 11 

20 22 

30 

40 

B区(上層)

第 3図 小グリッド呼称用例 (20m大グリッド)
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第 2節遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡の位置

大作頭遺跡は、市原市今富字大作1，066ほかに所在する。市原市は、房総半島の中央部から東京湾に向

けて、ほぼ南北に市域を有し、その長さは約36kmにも及ぶ。市域の中央には養老川が流れ、下流域の右岸

は市原台地と呼ばれる。台地の北側には村田川が流れ、台地の南側には小橿川が流れている。大作頭遺跡

は、養老川と小植川に挟まれた台地上の、養老川下流域を開析する支谷奥部の台地上に位置する。台地の

標高は約65m ~70 mである。遺跡周辺には養老川へ向かう大小の谷が樹枝状に刻まれているO

2 周辺の遺跡(第 4図)

大作頭遺跡周辺では、養老川中・下流域の沖積地を臨む台地上に展開されているような大規模な集落

(国分寺台遺跡群など)は確認されていない。また、大規模な開発に伴う発掘調査も行われていないので、

考古学的な成果は少ないといえよう。当該地域で、の本格的かっ継続的な発掘調査は、大作頭遺跡と同様の、

東関東自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査が初めてといって過言ではない。

このような状況であるので、大作頭遺跡周辺の遺跡の様相は不明な部分が多いが、大作頭遺跡は早期の

子母口式期を中心とする遺跡であることから、ここでは、大作頭遺跡周辺の早期の遺跡の様子について記

しておきたい。なお、ここで記す海保野口遺跡・百目木遺跡・下椎木遺跡・志保地遺跡・ヤジ山遺跡は、

大作頭遺跡と同様、東関東自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査が実施された遺跡であり、その概要は

海保野口遺跡の報告書1)中に示されているO

海保野口遺跡2)では、芽山式期を中心とする時期の炉穴が166基検出され、その他縄文時代中期後半の住

居跡が16軒検出されている。唐沢遺跡3)では、鵜ヶ島台式期~芽山式期を中心とする時期の土器片や炉穴

が検出され、その他早期の撚糸文土器・沈線文土器なども出土している。山見塚遺跡4)では、早期の集石

遺構が 1基検出されているほか、撚糸文土器・条痕文土器が散発的に出土しているO 百目木遺跡5)では、

早期の炉穴が10基検出されている。下椎木遺跡6)では、早期の炉穴が17基、陥穴が 1基検出されている。

外迎山遺跡7)では、芽山上層式期を中心とする時期の住居跡 l軒のほか、炉穴も多く検出されている。志

保地遺跡8)では、早期の陥穴が12基、土坑が 1基検出されているO ヤジ山遺跡9)では、早期の炉穴・陥穴・

土坑が多数検出されているO

注 1 森本和男 1998 ~東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書 1 市原市海保野口遺跡 ~ (財)千

葉県文化財センタ-

2 前掲注 1

3 木針和紀 1987 ~外迎山遺跡・唐沢遺跡・山見塚遺跡~ (財)市原市文化財センタ-

4 前掲注 3

5 (財)千葉県文化財センター 1992 ~千葉県文化財センタ一年報No.17 平成3年度 』

6 (財)千葉県文化財センター 1991 ~千葉県文化財センタ一年報No.16 平成2年度一』

7 前掲注 3

8 前掲注 6

9 (財)千葉県文化財センター 1990 ~千葉県文化財センタ一年報No.15 平成元年度一』 前掲注5

-5-
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第 2章大作頭遺跡、A区

大作頭遺跡A区では、旧石器時代の石器出土地点が 2か所、縄文時代の炉穴35基・土坑12基・住居跡 1

軒、歴史時代の方形周溝状遺構 1基が検出されている。このほか、遺構外からは縄文時代早期を中心とす

る時期の土器片や、これに伴うものと思われる礁が出土している。

遺跡の中心となる時期は、炉穴・土坑が設営された縄文時代早期である。炉穴・土坑出土土器や遺構外

出土土器は、これまで検出例の乏しかった子母口式期から野島式期にかけてのものが主体であり、貴重な

資料である。

前章でふれたとおり、大作頭遺跡は調査地点が 3か所に分かれており、これらを西からA区、 B区、 C

区と呼称し、各区を章ごとに記載することとしたO 章中では、時代順(古い順)に節を設定し、各時代の

中では、遺構と遺物に分けて記載することを基本とした(旧石器時代を除く)。写真図版の掲載について

は、本文中の章立てや節の構成に連動することが望ましいと思われたが、レイアウトの都合から、各区の

遺構をまとめて掲載し、その後に各区の遺物を掲載するという体裁をとった。

第 1節旧石器時代

l 基本層序

大作頭遺跡A区における関東ローム層(立川ローム層)の分層・呼称方法は、当センターの一般的な基

準!lに従った。 これらを示すと、

皿層黄褐色 ソフトローム層

N層黄褐色ハード・ローム層の上部硬質部

V層暗褐色武蔵野分層第 1黒色帯

U層黄褐色下半にATの層準を含む

四層暗褐色武蔵野分層の四層第 2黒色帯上部層

K層暗褐色第2黒色帯下部層

lXa 層上部明色部

IXb層中部間層帯

IXc 層下部暗色帯

X層黄褐色立川ローム最下部層

Xa層上部スコリア帯

Xb層下部層

となる。なお、この分層・呼称方法は大作頭遺跡B区においても適用させているO

2 石器出土地点

大作頭遺跡A区からは、旧石器時代の石器出土地点が 2地点検出された。本来ならば、石器集中地点と

して報告するべきであるが、 2点のみ出土した地点(第2石器出土地点)があることから、集中地点と呼

称することは実体にそぐわないと判断した。したがって、ここでは石器出土地点として報告することとし

-7-
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た。また、出土石器に関するデータは、出土石器一覧表(第 1表)に記載しているので、本文中での重複

は避けることとした。

( 1 )第 1石器出土地点(第7図、図版22)

E5・65グリッドを中心に石器等が12点出土した地点である。石器出土層位は、 VI層から百層である。器

種は、フレイクが主体であり、石材は、頁岩・メノウ・安山岩が主体である。第1石器出土地点は、平面

的な分布から、 E5・46グリッドを中心とするプロックとE5・65グリッドを中心とするブロックに、分割して

捉えることもできるが、両者のブロックで出土層位・器種・石器石材の差異は認められない。

第1出土地点、は、平面的な分布状況が散漫であり、垂直分布にもばらつきが認められることから、同一

文化層中の単独のブロックと捉えることは困難である。現段階では、性格は不明であるといわざるを得な

し、。

( 2 )第2石器出土地点(第 7図、図版22)

E6-02・E6-12グリッドから石器等が 2点出土した地点である。石器出土層位はW層とM層である。器種

はナイフ形石器とチップで、石材は 2点ともに黒曜石である。

-9-



第2石器出土地点は、 2点のみの出土であり、出土レベルも離れていることから、性格は不明であると

いわざるを得ない。

第1石器出土地点

、ご3 ~ 

~ 2 
(E在価)

r一一一戸¥
(E5-45) 

<lD q 

よ〉 4 
畑島-66)

乙ご〉 3 
(E5-46) 

第2石器出土地点、

ム 1 
句&-12) 。 5四

第 7図 A区旧石器時代石器実測図
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A区 l地点、

番号 グリッド 層位 器種 石材
長×幅 x 厚

重(g ) 図番号
(叩)

E5-45 ¥i フレイク 安山岩 4.80 x 3.10 x 0.30 6.10 7-1 

2 E5-65 四 フレイク 珪質頁岩 2.50 x 1.10 x 0.50 0.99 7-2 

3 E5-46 四 フレイク メノウ 5.50 x 3.40 x 1.40 18.80 7-3 

4 E5-66 、a フレイク メノウ 4.20 x 1.70 x 1.00 5.00 7-4 

5 E5-46 四 フレイク メノウ 3.80 x 2.50 x 1.10 8.80 

6 E5-66 ¥i チップ チャー卜

7 E5-65 理 フレイク 頁岩 6.30 x 3.20 x 1.20 21.40 

8 E5-65 四 ブレイク 頁岩 3.10 x 1.20 x 0.70 1.60 

9 E5-65 四 チップ 頁岩 1.10 x 0.50 x 0.30 0.17 

10 E5-66 四 フレイク 安山岩 7.00 x 4.00 x 2.70 34.30 

11 E5-66 四 チップ 安山岩

12 E5-67 ¥i 磯 砂岩

長×幅×厚

(佃)

3.10 x 1.90 x 1.00 

第 1表 A区旧石器時代石器一覧表

-A 
4
E
A
 



第2節縄文時 代

1 遺構

( 1 )炉穴

大作頭遺跡A区からは35基の炉穴が検出されている。この35基という数字は、調査段階で炉穴としてカ

ウントした数である。複数の掘込みと複数の燃焼部が認められるものであっても、調査段階で一つの遺構

番号を付したものについては、 1基として扱っている。調査段階での認識に依拠している。

実測図の掲載方法は、燃焼部と考えられる範囲(地山に熱を受けた痕跡が認められる範囲)と、土層断

面中の焼土の範囲を、スクリーントーンで示した(用例参照)。掘込み自体の覆土については、調査段階

での記録が比較的省略されていることから、特に説明が必要と考えられるもの以外は省略している。

炉穴実測図の掲載に際しては、番号順に掲載することを基本としたが、レイアウトの都合上、一部順序

が前後しているものがある。ただし、その場合であっても、事実記載は、番号順に記している。なお、異

なる遺構番号の炉穴が重複・近接し、同一挿図中に掲載されている場合の資料提示は、最も若い遺構番号

の位置に準拠しているが、事実記載は番号順に記している。

001号炉穴(第8図、図版 2) 

楕円形の浅い掘込みで、底面中央部に燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けているが、焼土の堆積は

あまり多くはない。 001号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第四図)から、子母口式期と考

えられる。

002号炉穴(第8図、図版2) 

楕円形の掘込みが重複している炉穴である口厳密には炉穴群として捉えるべきものである。燃焼部は 9

か所認められているが、北側の楕円形の燃焼部は、プランから推測すると 3か所の燃焼部の重複である可

能性が高い。したがって、合計12か所の燃焼部が認められることとなる。 1基の掘込みに 1か所の燃焼部

が設けられるという前提に立つならば、 12基の炉穴が重複する炉穴群と考えられる。調査段階の断面観察

からは、各々の掘込みの新旧関係は捉えられなかった。

燃焼部はどれも比較的よく焼けており、焼土の堆積も多い。 002号炉穴の設営時期は、覆土中から出土

した土器(第四図)から、子母口式期と考えられる。

007号炉穴(第8図、図版2) 

楕円形の浅い掘込みで、底面北部に燃焼部が検出された。燃焼部付近には若干の段差が認められる。燃

焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 007号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不

明である。掘込み外の北側に燃焼部が検出されたD この燃焼部はよく焼けている。おそらくこの燃焼部を

伴う掘込みは削平され、燃焼部のみが残ったものと判断される。

008号炉穴(第9図、図版2) 

不整形の掘込みに 3か所の燃焼部が認められる。南側の燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も

多い。北側の楕円形の掘込みは、覆土中に焼土の堆積は認められなかった。また、底面や壁画に熱を受け

た痕跡も認められなかったo したがって、この掘込み自体が炉穴であるとは考えがたい。しかし、プラン

確認の際には、南側の炉穴との覆土の差異が認められなかった。このような理由から、この掘込みが南側

の明瞭な炉穴とかけ離れた時期に設営されたとは考えがたく、一体のものであると判断した。 008号炉穴

からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。
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009号炉穴(第9図、図版 2) 

長楕円形の 2基の掘込みが重複する炉穴群であるO 南北方向の掘込みには燃焼部は認められていないが、

北端の撹乱によって壊されている可能性が高いと考えられる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土の

堆積は顕著ではない。 009号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

010号炉穴(第9図)

6か所の燃焼部と不整形の浅い掘込みからなる炉穴群であるO 壁の大半は削平されたものと思われ、個々

の掘込みの本来のプランは判然としない。燃焼部はあまりよく焼けていない。焼土の堆積も少ない。 010

号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第16図)から、子母口式期と考えられる。

017号炉穴(第9図、図版 2) 

長楕円形の掘込みが 2基重複する炉穴群である。掘込みは深く、しっかりとしている。燃焼部はよく焼

けており、焼土の堆積も多い。 017号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

024号炉穴(第9図、図版 2) 

不整円形の浅い掘込みと、土坑状の掘込みからなる。土坑状の深い掘込みが炉穴の一部として機能して

いたのか、もしくは全く別の土坑であるかは判断できないが、炉穴のプランの確認の段階では、土坑状の

掘込みのプランは認識できなかったO 燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 024号炉穴の設営時

期は、覆土中から出土した土器(第16図)から、子母口式期と考えられる。

025号炉穴(第10図、図版 2) 

4基の掘込みと、 3か所の燃焼部からなる。南北方向に重複する 2基の掘込みは長楕円形を呈する。こ

の2基の掘込みに壊される南北の 2基の掘込みは、本来は 1基の掘込みである可能性もある。最低 3基の

炉穴が重複する炉穴群である。掘込みは深く、しっかりとしているO 燃焼部はよく焼けており、焼土の堆

積も多い。掘込みの覆土は暗褐色土を主体とする。 025号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器

(第16図)から、子母口式期と考えられる。

026号炉穴(第9図、図版 3) 

楕円形のやや深い掘込みの炉穴である。燃焼部の範囲は狭いが、よく焼けており、焼土の堆積も多い。

026号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

029号炉穴(第10図、図版 3) 

楕円形の掘込みの南半に燃焼部が認められる。掘込みは比較的深い。燃焼部は比較的よく焼けており、

焼土の堆積も多い。覆土は暗褐色土を主体とする。

掘込み外の西側に燃焼部が検出された。この燃焼部はよく焼けている。おそらくこの燃焼部を伴う掘込

みは削平され、燃焼部のみが残ったものと判断される。

029号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

030号炉穴(第10図)

楕円形の掘込みに、 2か所の燃焼部が認められる。西側の燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。

東側の燃焼部は、比較的よく焼けているが、焼土の堆積は少ない。 030号炉穴の設営時期は、覆土中から

出土した土器(第17図)から、子母口式期と考えられる。
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033号炉穴(第10図、図版 3) 

楕円形の深い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部の部分は掘込みが深く、別個の土坑のようでもあ

る。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積は非常に多い。 033号炉穴からは土器は出土していないので、

設営時期は不明であるO

034号炉穴(第10図)

楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。掘込みの大半は撹乱によって壊されているO 燃焼部はよく焼け

ているが、焼土の堆積は少ない。 034号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

035号炉穴(第10図、図版 3) 

楕円形の浅い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けているが、焼土の堆積も多い。 035号

炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

036号炉穴(第10図、図版 3) 

楕円形と思われる掘込みに、燃焼部が認められる。掘込みは浅く、壁の1/3程度は削平されている。燃

焼部の範囲は狭いが、よく焼けており、焼土の堆積も多い。 036号炉穴の設営時期は、覆土中から土器

(第17図)は出土しているものの、詳細な時期は不明の土器である。したがって、 036号炉穴の詳細な設営

時期も不明であるといわざるを得ない。

037号炉穴(第10図、図版 3) 

やや角張った楕円形の掘込みに、 2か所の燃焼部が認められる。燃焼部は掘込みの東西の端部に形成さ

れており、本来は 2基の炉穴の重複であったと考えられるO 掘込みは深く、燃焼部は比較的よく焼けてお

り、西側の燃焼部付近で、の焼土の堆積が比較的多い。掘込みの覆土は暗褐色土を主体とする。掘込み東側

の壁付近に土器が集中して出土しているo 037号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第17図)

から、子母口式期と考えられる。

038号炉穴(第10図、図版 4) 

楕円形の 4基の掘込みと、 2か所の燃焼部からなる。燃焼部を有する掘込みは深く、西側の燃焼部は、

多くの焼土を伴う。 2基の燃焼部を有する掘込みによって、他の 2基の掘込みの燃焼部が壊されているも

のと考えられる。したがって、 038号炉穴は 4基の炉穴の重複した姿であると考えられる。掘込みの覆土

は暗褐色土を主体とする。 038号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第17図)から、子母口式

期と考えられる。

039号炉穴(第11図、図版 4) 

長楕円形の掘込みの東端に燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土も多く堆積しているO

掘込みの西端は、東側からのプランから考えると、やや北側に屈曲していることから、本来は別個の掘込

みであった可能性が考えられる。

掘込み中央のやや西側に楕円形の掘込みがあり、この掘込み内には焼土が堆積している。燃焼部は認め

られないことから、長楕円形の掘込みによって燃焼部が壊された炉穴であった可能性が考えられる。 039

号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

040号炉穴(第11図、図版 4) 

円形の浅い掘込みで、極めて狭い範囲の燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土

の堆積は認められない。 040号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。
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041号炉穴(第11図、図版4) 

円形の掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土の堆積も比較的多い。 041

号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

044号炉穴(第11図、図版4) 

楕円形の浅い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 044号炉

穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

045号炉穴(第11図、図版4) 

楕円形の浅い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部は掘込み全体の半分程度の規模を有しており、あ

まりよく焼けていない。焼土の堆積は比較的多い。 045号炉穴からは土器は出土していないので、設営時

期は不明である。

047号炉穴(第11図、図版4) 

楕円形の浅い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部は掘込み全体の半分程度の規模を有しており、あ

まりよく焼けていない。焼土の堆積は比較的多い。 047号炉穴からは土器は出土していないので、設営時

期は不明である。

048号炉穴(第11図、図版4) 

楕円形の浅い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部は掘込みの規模に比べ小さなものであるが、あま

りよく焼けていない。焼土の堆積は比較的多い。 048号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期

は不明である。

049号炉穴(第11図、図版4) 

長楕円形の掘込みに、燃焼部が 2か所認められる。掘込みは深く、燃焼部は比較的よく焼けており、焼

土の堆積も多い。掘込みの南側はプランがやや膨らんでおり、北側の細身のプランとは異なる。 2か所の

燃焼部の存在を考えると、 2基の炉穴の重複と考えられる。 049号炉穴からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

050号炉穴(第11図、図版 5) 

不整形の深い掘込みに、極めて狭い範囲の燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けていない。焼

土の堆積もほとんど認められない。掘込み西側のピットが本跡に伴うか否かは不明である。 050号炉穴か

らは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

054号炉穴(第11図、図版 5) 

楕円形の掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部は掘込み全体の半分以上の規模を有しており、よく焼

けている。焼土の堆積も多い。 054号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第17図)から、子母

口式期と考えられる。掘込み西側の浅いピット群が本跡に伴うか否かは不明である。

055号炉穴(第11図、図版 5) 

楕円形の皿状の掘込みに、焼土が充填している。掘込みの全面にわたり受熱の痕跡が認められる。掘込

みが削平された炉穴の燃焼部であろうと思われる。掘込みのプランや断面形態から考えて、 2か所の燃焼

部であろうと考えられる。燃焼部はよく焼けている。 055号炉穴からは土器は出土していないので、設営

時期は不明である。
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056号炉穴(第12図)

長楕円形のプランを基本とするが、北側で東西方向に膨らみ、全体的にはT字状のプランを呈する。掘

込みは深く、北側の膨らんだ部位に、燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。

プラン中央部には楕円形の浅い凹みが認められる。 056号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器

(第17図)から、子母口式期と考えられる。

065号炉穴(第四図、図版 4) 

後述する068号炉穴と重複する。調査段階では、プラン全体の南西側の 5か所の燃焼部と、この燃焼部

を有する掘込みを068号炉穴と認識し、それ以外の部分をすべて065号炉穴と認識している。

065号炉穴は、北東から南西方向に重複する長楕円形の掘込みと、アメーパ状に突出する掘込みからな

る。燃焼部が 7か所確認されているが、重複(新規の炉穴の掘込みの設営)の際に壊された燃焼部の存在

を考えれば、 7か所以上の炉穴の重複であったことが考えられる。掘込みはしっかりとしており、焼土の

堆積も多い。

プラン中央部の北東方向の突出部(燃焼部)の覆土上層から土器片がまとまって出土しているo 065号

炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第17図)から、子母口式期と考えられる。

066号炉穴(第12図、図版 5) 

不整形の掘込みに、燃焼部が 2か所認められる。プランを詳細に見ると、楕円形の掘込みの北西部に、

小規模な楕円形の掘込みが突出しているように観察される。 2か所の燃焼部の存在を考えると、 2基の炉

穴の重複であろうと考えられる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 066号炉穴からは土器は

出土していないので、設営時期は不明である。

068号炉穴(第12図、図版 5) 

065号炉穴と重複する炉穴である。逆C字状を呈する浅い掘込みに、 5か所の燃焼部が認められる。掘

込みのプランから最低 2基の炉穴の重複であろうと考えられるが、燃焼部が 5か所も認められることから、

幾つかの掘込みが削平されてしまったものと考えられる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土の堆積

はあまり多くない。 068号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第17図)から、子母口式期と考

えられる。

069号炉穴(第四図、図版 6) 

楕円形の浅い掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けておらず、焼土の堆積もあまり多

くない。掘込みの南西側のピットが本跡に伴うか否かは不明である。 069号炉穴からは土器は出土してい

ないので、設営時期は不明である。

072号炉穴(第12図図版12)

楕円形の掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 072号炉穴の

設営時期は、覆土中から出土した土器(第17図)から、子母口式期と考えられる。

( 2 )土坑

大作頭遺跡A区からは12基の土坑が検出されている。この中には、形態から考えて陥穴と判断されるも

のもあり、それについては本文中に明記しているD

土坑の設営時期については、覆土中から出土した土器片の時期に準拠しているが、土器片が出土してい

る土坑は 2基のみである。したがって、土器片の出土していない大半の土坑については、時期はおろか、
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縄文時代に属するものであるかという基本的な疑問があるO しかし、これらの土坑については、調査段階

で、確認面のレベルや覆士から考えて縄文時代に属すると判断していることから、縄文時代に属するもの

として扱うこととしたO

土器片の出土していない土坑の、詳細な設営時期は不明であるが、炉穴の設営時期(早期)・住居跡の

設営時期(中期)・包含層の形成時期(早期・中期・後期)のいずれかに相当するものと考えられる。

土坑の土層断面の注記について、提示の必要があると判断されるもののみ本文中に記しているO また、

複数の掘込みが重複し、本来は複数基の土坑であると判断されるものであっても、調査段階で一つの遺構

番号を付したものについては、 1基として扱っているO

004号土坑(第13図)

隅丸方形の浅い掘込みと、不整円形の掘込みからなる。不整円形の掘込みのほうが深く、本来は 2基の

別個の土坑であった可能性も考えられる。 004号土坑の設営時期は、覆土中から出土した土器(第18図)

から、子母口式期と考えられる。

012号土坑(第13図、図版 6) 

長楕円形の浅い掘込みで、底面は極めて平坦であるo012号土坑からは土器は出土していないので、設

営時期は不明である。

013号土坑(第13図、図版 6) 

隅丸長方形の掘込みが 2基重複する土坑であるO 底面には撹乱による凹凸が認められる。覆土は暗褐色

土を主体にローム粒を多く含むものであるO 東側の掘込みは深さが 5cmにも満たない。極めて浅い掘込み

であるo013号土坑の設営時期は、覆土中から出土した土器(第18図)から、子母口式期と考えられる。

015号土坑(第13図、図版 6) 

不整円形の掘込みで、底面は平坦であるO 西側と南側は、風倒木痕と考えられる撹乱によって壊されて

おり、図示した実測図は、かろうじて確認することのできた上端と下端であり、土層断面も遺存状態が良

好な地点のものである。覆土の最下層は焼土層で、あるが、純粋な焼土層ではなく、暗褐色土を多く含むも

のである。焼土層を除去した段階で、掘込みの底面を観察したが、受熱の痕跡(燃焼部)は認められなかっ

たので、 015号土坑は炉穴ではない。 015号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

018号土坑(第13図、図版 6) 

不整円形の掘込みで、底面は比較的平坦である。覆土は暗褐色土を主体にローム粒を多く含むものであ

る。 018号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

019号土坑(第13図、図版 6) 

楕円形の掘込みで、底面には撹乱による凹凸が認められる。 019号土坑からは土器は出土していないの

で、設営時期は不明である。

020号土坑(第13図、図版 6) 

楕円形の掘込みで、皿状の断面形態、を呈する。 020号士坑からは土器は出土していないので、設営時期

は不明であるO

023号土坑(第13図、図版 6) 

細長く深い掘込みであり、陥穴である。覆土の主体は、ローム粒を多く含む暗褐色土であるが、覆土を

詳細に観察すると、覆土中央部にローム粒の混入が少ない部分があり、別個の掘込みがあった可能性も捨
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てきれなし」ただし、調査段階ではプランや壁を確認できたわけではない。底面には、楕円形の掘込みが

3か所検出された。掘込みの覆土は粘性に富むローム粒の層であった。 023号土坑からは土器は出土して

いないので、設営時期は不明である。

027号土坑(第14図)

不整楕円形の掘込みで、比較的浅いものの、掘込みはしっかりとしているO 底面には凹凸が多い。 027

号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

028号土坑(第14図)

長楕円形の掘込みで、覆土は暗褐色土を主体にローム粒を多く含むものである。極めて均質な覆土で、

粘性に富み、しまりは良好である。 028号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

046号土坑(第14図、図版 7) 

プラン全体の北側の部分は陥し穴であると考えられる。この陥穴の南側を囲むように形成されている浅

い掘込みは、覆土が均質な暗褐色土であり、底面もしまりに欠け、明瞭に確認できたわけではない。した

がって、陥穴の廃絶後の崩壊・崩落した部分ではないかと考えられるO また、この掘込み内のピット状の

掘込みも、明瞭に掘込みとして確認できたわけではなく、撹乱の可能性が高い。

陥穴の覆土は、ローム粒を多く含む暗褐色土で、粘性に富み、しまりは良好である。 046号土坑からは

土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

053号土坑(第14図、図版 7) 

円筒形の深い掘込みと、この掘込みを囲うような浅い掘込みからなるO この浅い掘込みは、覆土が均質

な暗褐色土であり、底面もしまりに欠け、明瞭に確認できたわけではない。したがって、円筒形の掘込み

の廃絶後の崩壊・崩落した部分ではないかと考えられる。

円筒形の掘込みは、覆土は暗褐色土を主体にローム粒・ローム塊を多く含み、粘性に富むものである。

053号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

( 3 )住居跡

001号住居跡(第15図、図版 7) 

おおむね円形を呈するプランである。壁高は10cm程度で、極めて浅い掘込みである。壁は漸移層中に形

成されており、しっかりと確認されたわけではない。床面はソフトローム層中に形成されているが、しま

りに乏しく、明瞭な硬化面は確認されていない。柱穴は 3本検出したが、しっかりとした掘込みを有する

ものはない。南側の柱穴の深さが30cm程度で、唯一深いものであるが、他の 2本の深さは10cm足らずであ

り、柱穴であると断定はできない。炉は確認できなかった。住居跡であるという根拠に乏しい遺構である

が、調査段階での認識に準拠し、住居跡として報告することとしたO

住居跡の覆土からは少量の早期の土器片(第19図)が出土しているO しかし、これらは床面直上や柱穴

内から出土したものではないので、住居跡の設営時期を示す根拠には乏しい。遺構外からは早期の土器片

が多く出土しているので、これらが混入したものと考えることもできる。現段階では、早期(子母口式期)

に設営された可能性がある。また、 001号住居跡が、大作頭遺跡B区での 2軒の住居跡(中期後半・第39

図)の規模・形態に類似することから、中期後半に設営された可能性も指摘しておかなければならない。
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2 遺物

大作頭遺跡A区から出土した縄文時代の遺物は、土器・石器・礁に限られる。このうち実測図を提示す

るものは土器と石器であり、礁については出土状況等についての記載を行うものとする。

土器は、遺構ごとに掲載し、その後に遺構外出土を掲載した。掲載順序は、遺構出土については、遺構

の事実記載の順番に従っている。遺構外出土については、型式ごとの分類に準拠するのではなく、 A区内

での各時期別の土器片の分布状況が概観できるように、大グリッドごとに掲載した。掲載する土器の取捨

選別の段階で、図示不可能な小破片や、細別時期が不明な条痕のみの破片・無文の破片は掲載しないもの

としたO 胎土中に繊維を含む土器については、断面中にドッ卜を付しておいたO

石器は、大作頭遺跡A区での石器組成(縄文時代早期の炉穴・土坑を主体とする遺跡の石器組成)を概

観できるように、出土地点ごと(遺構ごと・グリッドごと)による提示ではなく、器種ごとに掲載するこ

とを基本としたO 実測図を提示した石器は、完形もしくはこれに準ずるものに限った。なお、実測図を提

示しないものについては、全点にわたり器種・石材・計測値等を第2表に示した。実測図に示した石器に

ついても同様の作業を行っているO 石器実測図に用いているスクリーントーンの用例は凡例に示しているO

C 1 )土器

大作頭遺跡A区から出土した縄文土器は、遺構内・遺構外出土に関わらず、早期の子母口式土器が主体

であり、少量の田戸上層式土器、極少量の撚糸文土器や加曽利B式土器が認められるにすぎない。したがっ

て、大作頭遺跡A区で検出された縄文時代の遺構のうち、時期不明である遺構の大半は、早期の子母口式

期に設営された可能性が高いと考えることができる。

土器の事実記載に際しては、拓影図・断面図・写真(いずれも縮尺は113)によって確認できる要素に

ついては省略する。事実記載はあくまで、拓影図等によって表現することのできない要素を記す方法であ

るO 内面の拓影図については、遺存状態が良好なものや、特殊なものについては示している。内面の調整

の有無や状態については、拓影図で示していないものについては、その都度記載しているO 土器型式名に

ついては、遺構出土のものに関しては、遺構の設営時期を推し量る際に重要であることから、その都度記

載したO 遺構外出土のものに関しては、明確にする必要があるものに限り記載し、全点にわたり記載して

いるわけではない。

子母口式土器は市原市域のみならず、千葉県内での出土例はあまり多くない口また、大作頭遺跡 CA区・

B区・ C区)出土の子母口式土器は、その終末期の様相をよく示した土器群であり、今後の引用・分析の

対象となることが十分予想される。したがって、主要な土器群については巻頭のカラー図版に示し、文様・

施文方法・口唇部加飾の詳細を示すために接写を行い(図版43~48、縮尺は任意)、今後の活用に向けて

の便宜を図っているO

条痕のみの土器・擦痕のみの土器・無文土器など、形式学的な特徴に乏しい土器については、胎土・焼

成や有文土器の量的な多さから、子母口式土器と判断したものが多い。現実には田戸上層式土器の新しい

部分から野島式土器の古い部分の土器も少なからず含まれている可能性が高い。しかし、破片資料でこれ

らを厳密に区別することは困難であることから、ここでの子母口式土器とは、若干の時間幅(田戸上層式

土器の新しい部分から野島式土器の古い部分)を有していることを明記しておきたい。

また、条痕としたものの中には、貝殻条痕と絡条体条痕が含まれている。明確に絡条体条痕であると判

断されるものはそのように記しているが、明確に区別できないものは単に条痕と記している。
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a 炉穴出土土器

001号炉穴出土土器(第16図、図版23)

1の器表面が、条痕であるのか、沈線であるのかは不明であるO 内面には条痕が認められるO 胎土・焼

成等から判断して、子母口式土器であろうと思われるO

002号炉穴出土土器(第16図、図版23)

4の内外面には条痕が認められる。 5の器表面には縦横に条痕が認められ、内面は擦痕が認められる。

6は胴部下半の破片で、器表面には縦横に条痕が認められ、内面には縦位方向の条痕が認められる。

002号炉穴出土土器はおおむね子母口式土器であると思われるが、 5は野島式土器の可能性もあるO

010号炉穴出土土器(第16図、図版23)

1の器表面は条痕であるが、内面は擦痕であるo010号炉穴出土土器はおおむね子母口式土器であると

思われる。

024号炉穴出土土器(第16図、図版23)

1は小形の個体であろうと思われる。口縁下の屈曲部には刺突が施される。同様の刺突が幅狭の口唇部

にも施される。 2の器表面には条痕が認められる。

024号炉穴出土土器はおおむね子母口式土器であると思われる。

025号炉穴出土土器(第16図、図版23)

1の器表面には擦痕が、内面には条痕が認められる。 2は内外面ともに擦痕が認められる。 3の口唇部

には刺突風の刻みが施される。 5の内外面は、擦痕が指頭による軽易なナデ調整によって擦られているO

6の器表面には条痕が、内面には擦痕が認められる。

025号炉穴出土土器はおおむね子母口式土器であると思われる。

030号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1は口縁部外面に絡条体圧痕が施される。内外面ともに深い擦痕が認められる。子母口式土器である。

036号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1の器表面は撚糸文が施される。内面は折り返し口縁風に肥厚し、無文である。一見すると早期前半の

撚糸文土器であるが、胎土・焼成からは沈線文系土器群や条痕文系土器群に伴うように思われ、判然とし

ない。時期不明の土器である。

037号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1の内面には器表面同様の条痕が認められる。 4の器表面は擦痕調整で、内面は条痕調整である。内面

の条痕は、子母口式土器の条痕というよりも野島式土器のしっかりとした条痕に近い。破片下半には横位

方向に刺突列が巡り、刺突列以下は無文となる。 1~4 は子母口式土器であるが、 4 は野島式に近い様相

を多分に有している。

038号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1・2は器表面に軽易な擦痕が認められる。 3の器表面は、口縁部では横位方向の条痕が、以下の部分

では縦位の条痕が認められる。 5の内面には、器表面同様の条痕が認められる。

1~6 は子母口式土器である。
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054号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1は底部に近い部位の破片で、内外面ともに条痕が認められる。子母口式土器であろう。

056号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1は断面形態が三角形に近い隆帯が貼付され、隆帯より右側には条線(条痕?)が、隆帯の貼付後に施

され、隆帯より右側は無文となる。 2は刺突以外に、沈線が認められる。

1~3 は子母口式土器であるが、 1 は野島式に近い様相を多分に有している。

065号炉穴出土土器(第17図、図版23)

lは極めて脆弱な焼成で、器表面に条痕が施される。 1・2共に胎土・焼成から判断して子母口式土器

であろうと思われる。

068号炉穴出土土器(第17図、図版23)

1の器表面には軽易な擦痕が認められる。 2は内外面ともに雑な擦痕が認められる。 3の断面形態は田

戸上層式土器風であるが、胎士・焼成は子母口式土器である。 5の器表面には条痕が認められる。

1~5 は子母口式土器である。

072号炉穴出土土器(第17図、図版23)

lの内外面には、沈線風の効果を有する条痕が認められる。子母口式土器である。

b 土坑出土土器

004号土坑出土土器(第18図、図版24)

1の器表面には条線風の沈線が施される。内面には擦痕が認められる。 2は破片上端に、断面形態が扇

平な三角形を呈する隆帯が横位に貼付され、内面には条痕が施される。 3は内外面ともに条痕が施される。

いずれの破片も詳細な時期を知る決め手に欠けるが、胎土・焼成から判断して、子母口式土器であろうと

思われる。

013号土坑出土土器(第18図、図版24)

1は内外面ともに擦痕が認められる。子母口式土器である。

PベJ04

せ!!F同
3 
p-(ゆ4

様7自

2 
pイ弛4

第18図 A区縄文時代土坑出土土器実測図
。 P-()13 

10cm 

c 住居跡出土土器

001号住居跡出土土器(第19図、図版24)

1は井草式土器である。 2は内外面ともに軽易な擦痕が認められる。 3は内外面ともに条痕が認められ

るo 2 ~ 4は子母口式土器であろうと思われる。
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第四図 A区縄文時代住居跡出土土器実測図
。 10佃

d 遺構外出土土器

ここで、は、遺構外から出土した縄文土器を扱う。遺構外出土については、型式ごとの分類に準拠するの

ではなく、 A区内での各時期別の土器片の分布状況が概観できるように、大グリッドごとに掲載した。な

お、縄文時代以外の遺構 CA区では002号方形周溝状遺構)から出土した縄文土器についても、遺構外出

土土器としてここに提示している。

遺物番号は大グリッドごとに更新し、出土した小グリッドが判明しているものについては、その小グリッ

ド名を遺物番号の脇に記している。

D4区出土土器(第20図、図版24)

1は堅搬な焼成で、内外面ともに軽易な擦痕が認められる。 2は内外面ともに条痕が認められる。 5の

破片上端は隆帯に連なるようで、ある。 7は隆帯が縦位に貼付され、隆帯脇には沈線風のナゾリが認められ

る。口唇部には刻みが施される。 D4区出土土器は、おおむね子母口式土器である。

D5区出土土器(第20図、図版24)

3・4は内外面ともに擦痕が認められる。 6は024号炉穴出土土器 1と同一個体であろう。 8の器表面

には条痕が認められる。 9・10は同一個体で、口唇部にも条痕が認められる。 9の口層部には竹管による

C字状の刺突が認められるo12の器表面には条痕が認められる。この条痕は、縦位方向を基本とするが、

破片上半では横位方向のものが加わる。内面に顕著な調整痕は認められない。 16は隆帯上に刺突が施され

るo 17は隆帯上に絡条体圧痕が施される。 18の器表面は擦痕が認められ、縦位の隆帯脇は、沈線風のナゾ

リが認められる。 20の器表面の破片上半には、半裁竹管による平行沈線文と刺突列が施される。破片下半

は無文となる。内面の上端部には、器表面同様に、半裁竹管による平行沈線文と刺突列が施される。 20の

口縁部は一部しか残っていないが、内面の並行沈線文が口縁に沿って施されている可能性が強く、波状を

呈する個体である可能性が高い。一見すると、中部地方に出自を求めることのできる破片であるが、内面

の刺突に注目するならば東北地方の常世式土器風でもある。いずれにしろ、大作頭遺跡では子母口式土器

の範鴎に納まる破片である。

D5区出土土器は、おおむね子母口式土器である。

D6区出土土器(第20・21図、図版24・25)

1---5は撚糸文土器であるo 6は器表面にわずかながら条痕が認められ、内面には擦痕が認められる。

7---9・13・14は内面に擦痕が認められる。 15は口唇面にも条痕が認められる。 16は口唇面に刻みが施さ

れる。 17は肥厚する口縁部に絡条体圧痕が認められる。 18は口縁端部に半裁竹管による弧状の意匠が施さ

れる。破片右上には縦位の細沈線が施される。 20は二列の刺突列が縦位に施される。

D6区出土土器は、 1---5を除き、子母口式土器である。

D7区出土土器(第21図、図版25)

1---5は撚糸文土器である。 6は口唇面と内面に条痕が認められる。 7は内外面ともに間隔がまばらな
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条痕が認められる。口唇部には刻みが施される。 8の器表面は、条痕調整が指頭によって磨り消されるよ

うな調整である。口唇部には、絡条体圧痕がわずかに認められるo 13・14は内外面ともに条痕が認められ

る。 15は横位の隆帯が貼付され、内面に軽易な擦痕が認められる。 16は薄手で、口唇部には絡条体圧痕が

認められる。 17・18は後期中葉に属する破片である。

D7 区出土土器は、 1~5 、 17 ・ 18を除き、子母口式土器である。

E4区出土土器(第21図、図版25)

lは内外面ともに条痕が認められる。子母口式土器であると思われる。

E5区出土土器(第21図、図版25)

1は内外面ともに擦痕が認められる。口唇部には刻みが施される。 3は内面にも条痕が認められる。 4

は底部に近い部位の破片で、器表面のみに条線が認められる。

E5区出土土器は、 4をのぞき子母口式土器である。 4は中期後半の条線のみの個体の胴部下半(底部

付近)の破片であろう。

E6区出土土器(第21図、図版25)

2の器表面は、条痕ではなく集合沈線であるo 1は子母口式土器である。 2は不明である。

E7区出土土器(第21図、図版25)

lは撚糸文土器、 2・3は中期後半の条線のみの個体の破片である。

F1区出土土器(第21図、図版25)

1は内外面ともに軽易な擦痕が認められる。口唇部には刺突が施される。子母口式土器である。

F4区出土土器(第21図、図版25)

1は後期中葉の破片で、格子目の沈線が施される。

F6区出土土器(第21図、図版25)

1は撚糸文土器である。 2・3は内外面ともに条痕が認められる。 2・3は子母口式土器である。

F7区出土土器(第21図、図版25)

1は撚糸文土器の底部に近い部位の破片である。

表土出土土器(第21図、図版25)

1は内外面ともに擦痕が認められる。口唇部には刻みが施される。子母口式土器である。

002号方形周溝状遺構出土土器(第22図、図版24)

lは口縁端部が若干肥厚し、器表面には軽易な擦痕が認められる。 2は薄手の個体で、口縁部に逆U字

状もしくは逆J字状も貼付文が施される。口層部には刻みが施される。 5は土器片製円盤である。幅 511DD

程度の板状工具による沈線が施され、内面には軽易な擦痕が認められる。

1~5 は子母口式土器と思われる。 6~9 は後期中葉の破片である。
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A区遺構外出土土器実測図 (3)

( 2 )石器(第23・24図、図版38・39)

石器は、大作頭遺跡A区での石器組成を示すことを第一の目的としたO したがって、出土地点ごとによ

る提示ではなく、器種ごとに掲載することを基本とした。

第22図

実測図を提示した石器は、完形もしくはこれに準ずるものに限ったO なお、実測図を提示しないものに

ついては、全点にわたり器種・石材・計測値等を石器一覧表(第2表)に示した。実測図に示した石器に

ついても同様の作業を行っている。石器実測図に用いているスクリーントーンの用例は凡例に示しているO

第24図、図版39)に分けて提示して実測図は、剥片石器(第23図、図版38)と礁素材の石器(礁石器

いる。なお、事実記載に関わる要素は、すべて石器一覧表に記しているので、ここでの重複は避けるO
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遺構・グリッド 名 称 石材
長×偏×厚 重量

図番号 遺構・グリッド 名称 石材
長×幅×厚 重量

図番号
(四) (g) (岨) (g) 

002号方形周I陣状遺構 フレイク 黒曜石 1.4 x 2.3 x 0.5 1.3 佃7号炉火 チップ 黒曜石

町田号方形周1情状遺構 コア 黒曙石 1.6x 1.8x 0.9 3.7 田町号炉穴 7レイク 黒曜石 0.9x 0.8x 0.2 0.08 

町田号方形周1措状遺構 7レイク 黒曜石 3.2x 1.1x 0.4 園町号炉穴 チップ 黒曜石

置E号方形周櫛状遺構 コア 黒曜石 1.7x l.3x 1 2.5 008号炉火 フレイタ 黒曜石 0.8x 2x 0.6 0.45 

眠障号方形周構状遺構 フレイク チャー卜 l.5x l.3x 0.5 1.3 田国号炉火 フレイク 黒曜石 l.9x 2.9x 0.9 5.1 

町盟号方形周溝状遺構 7レイタ 黒曜石 l.8x 0.7x 0目6 O.閃 置圃号炉穴 7レイク 黒岨石 l.8x 1.5x 0目3 0，筋

仰号方形周溝状遺構 7レイク 黒曜石 O.8x 1.2x 1 園周号炉火 7レイク 黒曜石 1.4x 1.4x O.ι6 0.5 

国E号方形周溝状遺構 フレイク 黒曜石 1.4x 0目8x0目5 0.4 国圃号炉穴 フレイク 黒曜石 1.1 x 0.9 x 0.2 。12

002号方形周構状遺構 チップ 黒曜石 国閣号炉火 フレイク 黒曜石 1.2x 0.6x 0.1 0.07 

国E号方形周櫛状遺構 フレイク 黒曜石 0.9 x 1.2 x 0.3 0.3 四国号炉穴 7レイク 黒曜石 2.1x 1.6x 0.6 1.4 

園田号方形周櫛状遺構 RF 黒曜石 1.3x 1.8x 0.4 1.1 国国号炉火 7レイク 黒曜石 l.9x 0.7x 0.4 0.72 

国E号方形周櫛状遺構 RF 黒曜石 1.3x 1.2x 0.3 。飽 四国号炉火 石鍍 チャート 2.1 x 1.4x 0.4 1 23-2 

四四号方形周溝状遺構 石鎖 黒曜石 lx 1.1x 0.4 0.5 国国号炉穴 チップ 黒曜石

町田号方形周溝状遺構 打斧未製品 砂岩 6.8x 4.2x 2 54.9 24-15 倒閣号炉穴 チップ 黒曜石

α盟号方形周溝状遺構 7レイク 黒曜石 1.6x 1.3x 0.3 。碕 町田号炉穴 コア 黒曙石 4.8x 2.9x 1.2 15.2 

α盟号方形周1措状遺構 RF 黒曜石 2.7x 2.4x 0.9 5 田園号炉火 フレイタ 頁岩 1.1x 0.9x 0.3 0.33 

002号方形周櫛状遺構 7レイク 黒曜石 2.3x 1.9x 0.9 2.5 田園号炉火 チップ 黒曜石

侃直号方形周満状遺構 7レイク 黒曜石 1.7x 2.2x 1.1 3.5 国圃号炉穴 チップ 黒曜石

側担号方形周泌状遺構 7レイク 黒曜石 l.8x 1.2x 0.9 2目1 田園号炉火 チップ 黒曜石

四四号方形周t情状遺構 フレイク 黒曜石 2.8x l.7x 0.5 1.8 010号炉穴 石鍬未製品 黒曜石 1.4x 1.8x 0.7 1.2 

仰号方形周溝状遺構 フレイタ 黒曜石 1.9x 1.5x 0.5 1.1 011号土坑 石簸 黒曜石 1.2x 1.3x 0.3 0.51 

仰号方形周溝状遺構 7レイク 黒曜石 2x l.7x 1 2.4 015号土坑 ブレイク 黒曙石 2.2x 2.2x 0.3 1.2 

α盟号方形周櫛状遺構 7レイク 黒曜石 l.8x 1.8x 0.5 1.2 回4号炉火 フレイク 黒曜石 2.8x 1.8x 0.5 1.75 

置盟号方形周泌状遺構 磨石 砂岩 4.3x 3.6x 3.1 67.2 侶4号炉火 7レイク 黒曜石 1.1x 0.5x 0.1 0.09 

国E号方形周溝状遺構 ブレイク 黒曜石 1.2x 1.2x 0.4 0.47 ω4号炉穴 石蟻 黒曜石 1.7x 1.1x 0.3 0，邸

国盟号方形周溝状遺構 ブレイタ 黒曜石 1.2x 0.9x 0.3 0.24 飽4号炉火 7レイク 黒曜石 2.2x 2.9x 1.2 4 

四四号方形周構状遺構 チップ 黒曜石 ω4号炉穴 7レイク 黒曜石 1.1x 0.8x 0.5 
O.“ 

ω1号炉火 7レイク 黒曜石 1.8x l.3x 0.3 0.78 侶5号炉火 RF 黒曜石 3.4x 2.2x 1.2 9.2 

国盟号炉火 7レイク 黒曜石 1.1x l.3x且4 0.57 飽5号炉穴 コア 黒曜石 1.6x 2.6x 1.4 5.7 

侃盟号炉火 フレイタ 黒曜石 2.8x 1.6x 0.6 3 ω9号炉火 7レイク 黒曜石 1.8x 0.9x 0.4 
a“ 

国E号炉火 チップ 黒噸石 ω9号炉火 チップ 黒曜石

匝E号炉火 7レイク 黒曜石 lx 0.8x 0.2 0.19 ω9号炉火 チップ 県曜石

町田号炉火 フレイク 黒曜石 1.5x lx 0.3 0.32 ω9号炉火 チップ 黒曜石

脚号炉火 ブレイク 黒曜石 0.9x 1.2x 0.7 OJ面 ω9号炉穴 チップ 黒曜石

脚号炉火 石鍛 チャート 1.6x 1.4x 0.4 0:鈎 23-1 匝如号炉火 7レイク 黒曜石 1.2x 1.9x 0.4 血57

仰号炉火 フレイク 黒曜石 2.1 x 1.6x 0.6 1.5 出抑号炉火 7レイク 黒曜石 1.3x 0.9x 0.1 0.15 

仰号炉穴 RF 珪質頁岩 2x 2x 0.7 2.4 閃3号炉火 チップ 黒曜石

ω4号土坑 コア 黒嘱石 2.3x 3.4X 0.9 5.4 ω4号炉火 7レイク 黒曜石 2.3x 1.2x 0.5 1.8 

∞4号土坑 RF 黒曜石 1.2x 1.7x 0.3 0.84 ω4号炉火 7レイク 黒曜石 2.2x 1.4x 0.4 1.1 

ω4号土坑 7レイク 黒曜石 l.5x lx 0.2 0.3 的7号炉火 7レイク 黒曜石 0.9x 0.7x 0.3 0.11 

ω4号土坑 7レイク 黒曜石 1.7x 0.7x 0.3 0.42 閃8号炉火 7レイタ 黒曜石 l.8x 2.2x 0.6 1.4 

ω4号土坑 チップ 黒曜石 卿号炉火 石銀未製品 黒曜石 2.8x 1.8x 0.8 3.4 

ω4号土坑 チップ 黒噌石 匝暗号炉火 石鍛 黒曜石 1.3x 1.3x 0.4 也73

ω4号土坑 チップ 黒噌石 眼目号炉火 石鱗 黒曜石 O.8x 0.9x 0.3 2.9 

ω4号土坑 チップ 黒曜石 匝聾号炉火 7レイタ 黒曜石 3.2x 1.2x 0.6 0.41 

ω4号土坑 チップ 黒曜石 似1号炉火 フレイタ 黒曜石 2x l.9x 0.6 2.2 

ω4号土坑 チップ 黒曜石 047号炉火 RF チャート 2x lx 0.6 1 

∞4号土坑 チップ 黒曜石 似7号炉火 フレイク 黒恒石 1.7x 0.8x 0.7 O.弱

ω4号土坑 チップ 黒曜石 郎6号炉火 撫形石器 チャート 2.7x 2.5x 0.7 4.3 23-14 

ω4号土坑 チップ 黒曜石 D5.17 フレイク 黒曜石 2.4x 1.2x 0.3 0.97 

ω4号土坑 チップ 黒曜石 D5ト17 フレイク 黒曜石 lx 1.2x 0.3 且27

ω4号土坑 チップ 黒曜石 Dι26 チップ 黒曜石

ω4号土坑 チップ 黒曜石 Dι57 フレイク 黒曜石 2.2x l.3x 0.6 1.2 

似号土坑 チップ 黒曜石 D5-57 チップ 黒曜石

側号土坑 チップ 黒曜石 D5-68 フレイク 黒曜石 2x 2x 0.6 2 

側号土坑 チップ 黒曜石 Dι68 石鍍 黒曜石 1.2x 2.1x 0.4 0.83 お-3

ω7号炉火 7レイク チャート l.8x 1.3x 0.4 0.97 Dι74 7レイク 黒曜石 1.3x 2.1x 0.5 1.1 

ω7号炉火 7レイク 黒帽石 1.6x 1.2x 0.4 0.49 D5-84 7レイク 黒曜石 1.3x 1.4x 0.3 0.48 

ω7号炉火 7レイク 黒曜石 1.7x 0.5x 0.2 0.13 D5-84 チップ 黒曜石

聞号炉火 石鎌 黒曜石 且9x 0.6x 0.3 0.14 D5-84 チップ 黒曜石

ω7号炉火 フレイク 黒曜石 2.9x 1.4x 0.7 D5-84 チップ 黒曜石

007号炉火 7レイク 黒曜石 1.3x lx 0.1 。18 D5-I担 フレイク 黒曜石 l.8x 2x 0.9 2.7 

匝押号炉穴 7レイク 黒曜石 1.2x 1.7x 0.4 O.図 D5 ポイント ホルンフェルス 4.6x 2.7x 1.8 16.6 24-17 

即号炉穴 チップ 黒曜石 D5 フレイク 黒曜石 3.4x 1.4x 0.7 3.3 

第2表 A区縄文時代石器一覧表(1 ) 
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長×幅×厚 重量 石材
長×幅×厚 重量

図番号遺構・グリッド 名称 石材
(g) 

図番号 遺構・グリッド 名称
(佃) (g) 

(佃)

D5 ブレイク 黒曜石 2x 1.3x 0.3 0.69 D6 フレイク 黒曜石 1.5x 1.70.9 1.9 

D5 石銀 黒曜石 1.6x 1.2x 0.4 0.73 23-4 D6 石鍛 黒曜石 1.6x 1 x 0.4 。泊 幻自

D5 ブレイク 黒曜石 1.6x 0.9x 0.4 0.36 D6 ブレイク 黒曜石 1.5x 2.2x 0.4 0.96 

D5 ブレイク 黒曜石 1x 1x 0.1 0.13 D7-ω ブレイク 黒曜石 1.5x 2.1x 0.6 1.2 

D5 敵石 石英斑岩 5.5x 4.1 x 2.8 73.5 24-16 D7-08 フレイク 黒曜石 0.7X 1.6x 0.5 0.49 

Dι郎 ブレイク 黒曜石 1.5x 1.3x 0.6 1.32 D7ω ブレイク 黒曜石 1.8x 1.7x 1 2.6 

Dιω ブレイク ホルンフェルス 3.1x 1.5x 0.6 2.4 D7 フレイク 黒曜石 2.3x 1.9x 0.4 1.1 

Dι56 7レイク 黒曜石 2.4 x 2.3x 0.5 2.2 D7 石鱗 黒曜石 1.6x 1.3x 0.4 0.75 23-10 

D6 石鍛 流紋岩 1.6x 1.1x 0.4 0.41 23-9 D7 7レイク 黒曜石 1.4x 2.1x 0.2 0.33 

D6 7レイク 黒曜石 1.1x 1.1x 0.2 0.2 D7 ブレイク 黒曜石 1x 1.4x 0.2 0.25 

D6 コ7 黒曜石 3.4x 2.4x 1.8 10.6 D7 ブレイク 黒曜石 1.6x 0.9x 0.2 0.26 

D6 コア 黒曜石 1.7x 1.9x 1.1 3.3 D7 フレイク 安山岩 1.3x 2.9x 0.8 2.7 

D6 石簸 黒曜石 2.4x 1.7x 0.4 1.3 23-5 D7 ブレイク 黒曜石 1.4X 2.2x 0.6 1.6 

D6 フレイク 黒躍石 1.2x 1.2x 0.1 0.19 D7 ブレイク 黒曜石 2.2x 2.6x 1.1 4 

D6 フレイク 黒曜石 1.7x 1.5x 0.5 1.3 D7 ブレイク 黒曙石 1.4X 3x 0.3 1.2 

D6 フレイク 黒曜石 1.5x 2x 1.8 2.1 D7 ブレイク 黒晦石 3x 1.6x 1 3.8 

D6 ブレイク 黒曜石 2.3x 1.2x 1 1.8 E5-28 コア 黒曜石 2.3x 3.6x 1 7.6 

D6 石鍛 黒曜石 2.2x 1.7x 0.4 1.2 23-6 E5-62 ブレイク 黒胆石 1.8x 1.4x 0.7 1.1 

D6 石鍍 黒曜石 1.7x 1.4x 0.6 1.2 23-7 E5-65 ブレイク 黒曜石 2.5x 2.3x 0.4 1.4 

D6 フレイク 黒曜石 1.4x 1.7x 0.3 。白 E5-83 ブレイク 黒曜石 2.7x 2.4x 1.1 5.2 

D6 7レイク 黒曜石 2.1 x 1x 0.3 0.48 E5-83 ブレイク 黒曜石 0.6x 1.3x 0.5 0.53 

D6 ブレイク 黒曜石 0.9x 1.1 x 0.7 0.84 E5-83 ブレイク 黒曜石 1.3x 0.6x 0.1 0.12 

D6 フレイク 黒曜石 1.2x 1.4x 0.3 0.51 E5 磨石 砂岩 8.4x 6.9x 4.7 担2

D6 7レイク 黒曜石 1.2x 1.5x 0.4 0.37 E5 磨石 石英斑岩 8x 5.4x 3.4 l邸5

D6 ポイン卜 ホルンフェルス 3.8x 3.4X 1.1 19.9 24-18 E5 石織 黒曜石 1.8x 1.4X 0.6 1.3 23ー11

D6 チップ 黒曜石 E5 石鎌 黒曜石 1.2x 1.4x 0.6 1 23-12 

D6 チップ 黒曜石 E5 ブレイク 黒曜石 1.3x 0.7x 0.1 O.閃

D6 チップ 黒曜石 E5 7レイク 黒曜石 1.1x 0.7x 0.4 0.36 

D6 チップ 黒曜石 E5 ブレイク チャー卜 1.7x 3.5x 1 6.6 

D6 チップ 黒曜石 E5 アレイク 黒曜石 1.7X 1.5x 0.4 0.97 

D6 石皿 安山岩 8.8x 6x 4.6 2邸5 24ー19 E7-70 7レイク 黒曜石 1.6x 3.3x 0.7 2.3 

D6 石血 安山岩 12.4x 5.6x 5 447.7 24-19 F5 石簸 チャー卜 2.7x 2x 1.8 4.2 勾-13

D6 L2_vイ竺 黒曜石 2.3x 2.2x 1.2 5.7 I F6-01 ロ土イク 黒曜石 1.2x 2x 0.3 0.39 

第 2表 A区縄文時代石器一覧表(2 ) 

( 3 )喋

大作頭遺跡A区の遺構外からは散発的に礁が出土している。顕著な集中範囲は形成されておらず、各小

グリッドでの出土数は、ゼロもしくは 5点以下が主体である。 10点以上の礁が出土している小グリッドは、

05・74・75・84・85の4グリッドのみである。

なお、大作頭遺跡A区から出土している礁は、 B区・ C区から出土している礁と大きさ・重量に差はな

い。 B区で出土した大量の礁については、第 3章で詳細に分析しているので、 A区の礁の分析は行ってい

ない。
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第 3節歴史時代

1 遺構

大作頭遺跡A区からは、歴史時代に属すると考えられる遺構は、 2基検出されている。 011号土坑と002

号方形周溝状遺構であるが、 011号土坑からは設営時期を示す遺物は出土していない。 011号土坑について

は、調査段階での所見(覆土の観察)から、歴史時代に属するものと判断されており、これに従っている。

011号土坑(第25図)

不整方形を呈する。掘込みの深さは約50cmである。底面には楕円形プランのピットが 6基認められてい

るが、このピットは明瞭な掘込みを有するものではなく、底面に形成されている凹部のような印象が強い。

土坑の底面には白色粘土粒が認められた。覆土は暗褐色土を主体に黒色土を多く含むもので、縄文時代の

覆土とは明らかに異なり、歴史時代に堆積した覆土であると考えられる。性格は不明である。

~ 

A 

。 2m 

第25図 A区歴史時代土坑実測図

002号方形周溝状遺構(第26図、図版 7) 

東西約13.5m、南北約13.0mの規模を有する方形周溝状遺構であるO 溝の幅は約1.0'"'-'1.5 mで、掘込み

は軟弱で、深さも20cm弱程度である。溝の覆土は、暗褐色土を主体に黒色土を多く含むものであったO

方台部中央のやや東側から、主体部が検出された。長軸長約3.1mの不整長方形のプランである。平均

的な深さは20cm足らずであり、底面は凹凸が激しい。長軸方向の断面を観察する限りで、は、皿状の掘込み

が2基重複しているようにも捉えることができるが、土層断面からはそのような状況を認めることはでき

ない。底面からは凝灰質砂岩のブロックが多く検出された。凝灰質砂岩のブロックの分布状況から、これ

らは本来的な位置を示しているものではなく、後世の撹乱により、散乱してしまった可能性が高い。方形

周溝状遺構の軸と、主体部の軸が一致しない。これについても、主体部の掘込みのプランが、本来の形態

ではなく、後世の撹乱による掘削で、形が変わってしまった可能性が高いと考えられる。ただし、この主

体部が002号方形周溝状遺構に確実に伴うという根拠があるわけではない。単独の主体部であった可能性

も認めておかなければならないであろう。
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A区方形周溝状遺構実測図
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方形周溝状遺構の溝内から第27図に示した須恵器が出土している。したがって、 002号方形周溝状遺構

の設営時期は奈良時代を中心とする時期であることが考えられる。主体部からは、設営時期を示す遺物は

出土していない。

2 遺物

002号方形周溝状遺構出土土器(第27図)

1 • 2は002号方形周溝状遺構から出土した須恵器で、胎土・焼成等から判断して、同一個体であると

考えられるo出土状況の詳細は不明である。長頚査で、 8世紀の所産であろう。

sx-o位、 C区表採 2 
sx-oo目、 C区表採。 10佃

第27図 A区方形周溝状遺構出土土器実測図

注 l 島立桂・新田浩三・渡辺修一 1992 I下総台地における立川ローム層の層序区分JW研究連絡誌.lI 35 

(財)千葉県文化財センター
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第 3章大作頭遺跡B区

大作頭遺跡B区は、旧石器時代の石器出土地点が 1か所、縄文時代の炉穴62基・土坑22基・住居跡2軒、

歴史時代の方形周溝状遺構 1基が検出されている。このほか、遺構外からは縄文時代早期を中心とする時

期の土器片や、これに伴うものと思われる礁が出土している。

遺跡の中心となる時期は、炉穴・土坑が設営された縄文時代早期である。炉穴・土坑出土土器や遺構外

出土土器は、これまで検出例の乏しかった子母口式期から野島式期にかけてのものが主体であり、貴重な

資料である。

第1章でふれたとおり、大作頭遺跡は調査地点が3か所に分かれており、これらを西からA区、 B区、

C区と呼称し、各区を章ごとに記載することとした。章中では、時代順(古い順から)に節を設定し、各

時代の中では、遺構と遺物に分けて記載することを基本とした(旧石器時代を除く)。写真図版の掲載に

ついては、本文中の章立てや節の構成に連動することが望ましいと思われたが、レイアウトの都合から、

各区の遺構をまとめて掲載し、その後に各区の遺物を掲載するという体裁をとった。

第 1節旧石器時代

1 基本層序

大作頭遺跡B区における関東ローム層(立)11ローム層)の分層・呼称方法は、 大作頭遺跡A区に準じ

ている(第2章第 1節参照)。これらを示すと、

皿層黄褐色 ソフトローム層

N層黄褐色ハード・ローム層の上部硬質部

V層暗褐色武蔵野分層第 1黒色帯

百層黄褐色下半にATの層準を含む

四層暗褐色武蔵野分層の四層第 2黒色帯上部層

K層暗褐色第2黒色帯下部層

1Xa層上部明色部

1Xb層中部間層帯

1Xc 層下部暗色帯

X層黄褐色立川ローム最下部層

Xa層上部スコリア帯

Xb層下部層

となる。

2 石器出土地点

大作頭遺跡B区からは、旧石器時代の石器出土地点が 2地点検出された。本来ならば、石器集中地点と

して報告するべきであるが、散漫に11点が出土した地点を、集中地点と呼称することは、実体にそぐわな

いと判断した。したがって、ここでは石器出土地点として報告することとした。また、出土石器に関する

qo 
a
q
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第29図 B区旧石器時代石器出土状況図

データは、出土石器一覧表(第 3表)に記載しているので、本文中での重複は避けることとしたO

表採資料の中から、旧石器時代に属すると思われる石器が 3点出土している。これらは厳密には石器出

土地点からの出土ではないものの、便宜的にここで報告することとする。

( 1 )第 1石器出土地点(第30図、図版22) 

1 11-21・31・41グリッドを中心に石器等が11点出土した地点である。石器出土層位は唖層を中心とす

る。器種は、フレイク・礁が主体であり、石材は、チャー卜が主体であるO

第1出土地点は、平面的な分布状況が散漫であり、同一文化層中の単独のブ、ロックと捉えることは困難

であるO 現段階では、性格は不明であるといわざるを得ない。

( 2 )縄文時代包含層出土の石器(第30図、図版22) 

縄文時代の包含層から、旧石器時代に属すると思われる石器が 3点出土している。 1・3はナイフ形石

器で、 2はフレイクである。

η
i
 

Aaτ 



石器出土地点

表採

ζミ

ζこコ
ζこ〉

1 (表採)

第30図

〈乏?

2 (表採)

。金一同
ζコ 3 (表擦)

。 5岨

B区旧石器時代石器実測図
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B区 1地点

番号 グリッド 層位

1 1 11-21 羽上部

2 1 11-41 祖上部

3 111-31 ~ 

4 111-31 四上部

5 111-31 四下部

6 1 11-31 ~下部

7 111-11 祖下部

8 111-11 百上部

9 1 11-22 羽上部

10 111・22 百下部

11 1 11-23 百上部

器種 石材

厳石 砂岩

礁 砂岩

フレイク チャート

フレイク チャート

ラレイク チャート

チップ チャート

フレイク チャート

フレイク チャート

磯 チャート

礁 チャート

ブレイク 安山岩

長×幅×厚

(四)

8.70 x 6.30 x 5.20 
2.鈎× 2.40 x 1.30 
2.80 x 4.10 x 0.70 
2.40 x 1.20 x 0.60 
3.30 x 3.30 x 1.30 

3.90 x 4.∞x 1.10 

3.70 x 2.20 x 1.80 
3.60 x 3.30 x 3.10 
5.00 x 4.10 x 3.20 
5.90 x 4.20 x 1.80 

長 x 幅 x 厚

(佃)

7.20 x 2.10 x 0.70 

2.ωx 1.90 x 0.50 

2.10 x 1.20 x 0.30 

第3表 B区旧石器時代石器一覧表
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第 2節縄文時代

1 遺構

( 1 )炉穴

大作頭遺跡B区からは64基の炉穴が検出されている。この64基という数字は、調査段階で炉穴としてカ

ウントした数である。複数の掘込みと複数の燃焼部が認められるものであっても、調査段階で一つの遺構

番号を付したものについては、 1基として扱っている。調査段階での認識に依拠している。

実測図の掲載方法は、燃焼部と考えられる範囲(地山に熱を受けた痕跡が認められる範囲)と、土層断

面中の焼土の範囲を、スクリーントーンで示した(用例参照)。掘込み自体の覆土については、調査段階

での記録が比較的省略されていることから、特に説明が必要と考えられるもの以外は省略している。

炉穴実測図の掲載に際しては、番号順に掲載することを基本としたが、レイアウトの都合上、一部順序

が前後しているものがある。ただし、その場合であっても、事実記載は、番号順に記している。なお、異

なる遺構番号の炉穴が重複・近接し、同一挿図中に掲載されている場合の資料提示は、最も若い遺構番号

の位置に準拠しているが、事実記載は番号順に記している。

001号・ 002号炉穴(第31図、図版 7) 

西側の燃焼部を001号炉穴、北側の燃焼部を002号炉穴として、調査を行った。土層断面の観察から、∞1

号炉穴の方が新規の設営であると考えられる。燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積は多い。

001号炉穴・ 002号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

003号・ 004号炉穴(第31図、図版 7) 

長楕円形の掘込みが2基重複する炉穴群で、西側の掘込みを003号炉穴、東側の掘込みを004号炉穴とし

て調査した。共に掘込みの南北端に燃焼部を有する炉穴で、掘込みは極めてしっかりとしている。燃焼部

は比較的よく焼けており、焼土の堆積は多い。

003号炉穴・ 004号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第40図、 003号炉穴・ 004号炉穴のどち

らから出土したかは不明)から、子母口式期と考えられる。

005号・ 007号・ 008号炉穴(第31図、図版8) 

6か所の燃焼部が検出された炉穴群で、南西側の 2か所の燃焼部を有する小規模な掘込みを005号炉穴

とした。不整楕円形の大きな掘込みを基本的には008号炉穴として調査したが、南東側の壁面から検出さ

れた 2か所の燃焼部は007号炉穴と呼称した。

いずれの炉穴も燃焼部はあまりよく焼けておらず、焼土の堆積は多くない。土層断面を観察すると、 oω
号炉穴の覆土中に007号炉穴が形成されているようにも観察できる。 005号炉穴・ 007号炉穴からは土器は

出土していないので、設営時期は不明である。 008号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第40

図)から、子母口式期と考えられる。

009号炉穴(第31図、図版8) 

隅丸方形風の掘込みに燃焼部が認められる。掘込みは比較的しっかりとしているO 燃焼部は比較的よく

焼けているが、焼土の堆積は少ない。 009号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であ

る。

019号炉穴(第31図、図版8) 

不整長方形の掘込みに燃焼部が認められる。壁は直に立ち上がり、掘込みはしっかりとしている。燃焼
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部は比較的よく焼けているが、焼土の堆積は少ない。 019号炉穴からは土器は出土していないので、設営

時期は不明である。

027号炉穴(第31図、図版8) 

長楕円形の浅い掘込みと、この掘込みに壊される長楕円形風の掘込みからなる。長楕円形の掘込みの中

央やや東側に、小規模な燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けておらず、焼土は覆土上層にやや

多く認められる。 027号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第40図)から、子母口式期と考え

られる。

029号・ 030号・ 031号炉穴(第31図、図版8) 

3基の掘込みからなる炉穴群である。中央の 3か所の燃焼部を有する、規模の大きい不整形の掘込みを

031号炉穴としたo 031号炉穴に壊される南側の不整楕円形の掘込みを029号炉穴とし、 031号炉穴に壊され

る北側の長方形の掘込みを030号炉穴として調査を行った。いずれの燃焼部もよく焼けており、焼土の堆

積は極めて多い。土層断面の観察では、 031号炉穴は北側の焼土層が切られていることから、単独の炉穴

ではなく重複している様相を指摘することもできょう。 029号炉穴・ 030号炉穴・ 031号炉穴の設営時期は、

覆土中から出土した土器(第40図)から、いずれも子母口式期と考えられるが、 030号炉穴は、明瞭な野

島式土器が含まれていることから、野島式期に設営された可能性が高い。

032号・ 033号炉穴(第31図、図版8) 

不整楕円形の大きな掘込み (032号炉穴)と、この掘込みに壊される楕円形の小さな掘込み (033号炉穴)

からなる。燃焼部は032号炉穴の掘込み内に 3か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土

の堆積は少ない。土層断面の観察では、 032号炉穴と033号炉穴は明瞭に切り合い関係を捉えられない。 032

号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第40図)から、子母口式期と考えられる。 033号炉穴か

らは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

035号炉穴(第32図、図版8) 

楕円形の掘込みで、北に向かうにしたがい掘込みは深くなる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も

多い。 035号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

036号炉穴(第32図、図版9) 

楕円形の掘込みで、掘込みの中央部に燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多

い。 036号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

037号炉穴(第32図)

不整楕円形の掘込みが2基重複する炉穴で、燃焼部は 4か所認められる。 2基の掘込みの新旧関係は不

明である。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も多い。 037号炉穴からは土器は出土していない

ので、設営時期は不明である。

038号炉穴(第32図、図版 9) 

不整楕円形の掘込みで、燃焼部は 2か所認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多し、。 0羽

号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

039号・ 040号炉穴(第32図、図版 9) 

西側の不整楕円形の掘込みを039号炉穴、東側の長方形の掘込みを040号炉穴として調査した。 039号炉

穴の 3か所の燃焼部は、いずれもよく焼けており、焼土の堆積も比較的多い。西側の底面には小規模な楕
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円形の掘込みが連続して設けられており、この部分に燃焼部が認められる。東側の突出部にも燃焼部が認

められる。このように、掘込みの変化している部分に燃焼部が認められていることから、複数の炉穴が重

複した結果が、 039号炉穴であると考えることができょう。

040号炉穴は、燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積は多い。 039号炉穴・ 040号炉穴の設営

時期は、覆土中から出土した土器(第40図、 039号炉穴・ 040号炉穴のどちらから出土したかは不明)から、

子母口式期と考えられる。

041号炉穴(第32図、図版9) 

楕円形の掘込みが2基重複するように捉えられる炉穴である。燃焼部は 3か所認められ、いずれも比較

的よく焼けており、焼土の堆積もやや多い。 041号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第40図)

から、子母口式期と考えられる。

043号・ 044号・ 045号・ 046号・ 047号炉穴(第32図)

複数の楕円形の掘込みが重複する炉穴群で、全体的にはアメーパ状のプランを呈する。燃焼部は、個々

の楕円形の掘込みの端部に認められる。いずれもよく焼けているが、焼土の堆積は多くない。

043号炉穴・ 044号炉穴・ 045号炉穴・ 046号炉穴・ 047号炉穴は、個々の燃焼部から土器片が出土してい

る。したがって、土器片が出土している燃焼部に番号を付したもので、個々の掘込みに番号を付したもの

ではない。南西端の燃焼部のみ土器片が出土していない。土器片はいずれも子母口式土器が主体であり、

炉穴群の設営時期を示しているものと思われる。

050号・ 051号・ 052号炉穴(第33図、図版9) 

不整形の大規模な掘込みを051号炉穴、南西側の瓢箪形の掘込みを052号炉穴として調査し、これら 2基

の掘込みに近接するピット状の掘込みを050号炉穴とした。 050号炉穴は燃焼部が認められないことから、

客観的には炉穴であると断定しがたいが、覆土は051号炉穴・ 052号炉穴に酷似し、覆土中に散発的に焼土

が認められている。また、複雑に重複する炉穴群の、掘込みの浅い部分が削平された場合では、その深い

部分が単独に設営されているような様相を呈する可能性があることから、調査の段階で050号炉穴として

扱っている。

051号炉穴の掘込みは極めてしっかりとしている。 051号炉穴・ 052号炉穴の燃焼部はよく焼けているが、

焼土の堆積は多くない。 050号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。 051号炉穴・

052号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第41図)から、子母口式期と考えられる。

053号炉穴(第33図、図版9) 

楕円形の掘込みに燃焼部が認められるo掘込みは深く、燃焼部はよく焼けているが、焼土の堆積は多く

ない。 053号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

057号炉穴(第33図、図版9) 

楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土の堆積は多くない。 057

号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第41図)から、子母口式期と考えられる。

058号炉穴(第33図、図版10)

楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。掘込みは深く、燃焼部はよく焼けているが、焼土の堆積は多く

ない。 058号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第41図)から、子母口式期と考えられる。

a唖p
n
u
 



050・051・052号炉穴

060・061・062・063・0臼・065・089号炉穴

B・

B・一一一

053号炉穴

g4Y
唱
曲

.A' 

~ 

A・一ー

援護
057号炉穴 058号炉穴

4 
一一ー・A' 一一ー・A'

物務後
ーーー・A'

邸 2m

070号炉穴

A・一一ー

~ 

一一・A'

A・一一一 A'65.1m 

065 

072号炉穴

A .A' 

級協級協
。 2m 

第33図 B区炉穴実測図 (3)

戸

h
u

F
h
u
 



060号・ 061号・ 062号・ 063号・ 064号・ 065号・ 089号炉穴(第33図、図版10・11)

楕円形を基本とする掘込みが複数基重複するプランである。 18か所の燃焼部が認められるO 個々の掘込

みの呼称方法は、調査段階での認識に準拠しているo061号炉穴と062号炉穴の間の掘込みと、 062号炉穴

と063号炉穴の間の掘込みには、調査の段階で番号が付されておらず、遺物も出土していないことから、

報告に際しでも番号を付していない。

掘込みは、いずれも比較的しっかりとしており、焼土の堆積も多い。燃焼部は、規模の大きいもの(範

囲の広いもの)ほどよく焼けている。複雑な重複関係を呈しており、最低でも掘込みの数だけの重複関係

を考えることができるが、 060号炉穴の土層断面から、単独の掘込みであっても、複数基の重複であるこ

とも考えられることから、燃焼部の数(18か所)程度の重複が想定される炉穴群であるO

064号炉穴は、掘込み中央部の、覆土の上層から下層にかけて土器が多く出土している。ただし、焼成

が脆弱な無文土器が主体であったため、図示したものは限られた。 061号炉穴・ 063号炉穴・ 064号炉穴・

065号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第41図)から、子母口式期と考えられるo0印号炉穴・

062号炉穴・ 089号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

066号炉穴(第34図、図版10・11)

002号住居跡の下から検出された炉穴である。不整楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃

焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積は多い。燃焼部付近から土器が多く出土したが、焼成が脆弱な

無文土器が主体であったため、図示したものは限られた。 066号炉穴の設営時期は、これら燃焼部付近か

ら出土した土器や、覆土中から出土した土器(第42図)から、子母口式期と考えられる。

069号炉穴(第34図、図版11)

002号住居跡の下から検出された炉穴であるが、部分的に新旧をまちがえて調査を行っている。不整形

の浅い掘込みに、燃焼部が 4か所認められる。燃焼部はあまりよく焼けておらず、焼土の堆積も少ない。

069号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第42図)から、子母口式期と考えられる。

070号炉穴(第33図、図版11)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的

多い。 070号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

071号炉穴(第34図、図版11)

楕円形を基本とする掘込みが複数基重複するプランである。 9か所の燃焼部が認められる口燃焼部は、

規模の大きいもの(範囲の広いもの)ほどよく焼けているO 掘込み全面にわたって、焼土の堆積は多い。

土層断面から、個々の掘込みの範囲や重複関係を明らかにすることはできなかった0071号炉穴の設営時

期は、覆土中から出土した土器(第42図)から、子母口式期と考えられる。

072号炉穴(第33図、図版11)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的

多い。この炉穴からは土器が 1点出土しているが(第43図、撚糸文土器)、これをもって設営時期とする

ことは、他の炉穴の設営時期と隔たりがあり、困難であろうと思われる。

073号・ 074号・ 075号炉穴(第34図、図版12)

燃焼部を有する楕円形の 2基の掘込み (073号炉穴・ 074号炉穴)と、楕円形の小規模な掘込み (075号

炉穴)からなる。 075号炉穴は燃焼部が認められないことから、客観的には炉穴であると断定しがたいが、
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覆土は073号炉穴・ 074号炉穴に酷似し、覆土中に散発的に焼土が認められている。また、複雑に重複する

炉穴群の、掘込みの浅い部分が削平された場合では、その深い部分が単独に設営されているような様相を

呈する可能性があることから、調査の段階で075号炉穴として扱っているo

073号炉穴・ 074号炉穴の燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 074号炉穴の設営時期は、覆土

中から出土した土器(第43図)から、子母口式期と考えられる。 073号炉穴・ 075号炉穴からは土器は出土

していないので、設営時期は不明である。

076号炉穴(第34図、図版12)

不整楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比

較的多い。 076号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第43図)から、子母口式期と考えられる。

078号炉穴(第35図、図版12)

楕円形の掘込みに 1か所の燃焼部を有する炉穴が、 2基重複している炉穴群である。燃焼部は比較的よ

く焼けており、焼土の堆積も比較的多い。 078号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明

である。

081号炉穴(第35図、図版12)

楕円形の掘込みが2基重複するような炉穴である。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較

的多い。 081号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第43図)から、子母口式期と考えられる。

082号・ 083号炉穴(第35図)

楕円形の掘込みが 2基重複するような炉穴である。 083号炉穴が082号炉穴を壊すように設営されており、

082号炉穴の燃焼部は、 083号炉穴により壊されているものと思われる。 083号炉穴の燃焼部は比較的よく

焼けており、 082号炉穴・ 083号炉穴の焼土の堆積は比較的多い。共に土器は出土していないので、設営時

期は不明である。

085号炉穴(第35図)

規模の大きい不整長円形の掘込みに、燃焼部が4か所認められる。不整形のプランから考えて、燃焼部

の数(4か所)程度の炉穴が重複しているものと考えられる。燃焼部はいずれも比較的よく焼けており、

焼土の堆積も比較的多い。 085号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第43図)から、子母口式

期と考えられる。

087号炉穴(第35図、図版12)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的

多い。 087号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

088号炉穴(第35図、図版12)

楕円形の浅い掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比

較的多い。 088号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第43図)から、子母口式期と考えられる。

090号炉穴(第35図、図版12)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的

多い。 090号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

092号炉穴(第35図、図版13)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的
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多い。092号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

094号炉穴(第35図、図版13)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積は少なし ¥0

094号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

095号炉穴(第35図)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼士の堆積も比較的

多い。095号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

096号炉穴(第35図、図版13)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積は多い。

096号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器 (第43図)から、子母口式期と考えられる。

097号炉穴(第36図、図版13)

不整方形の掘込みと、長楕円形の掘込みからなる。燃焼部は 3か所認められる。長楕円形の掘込みは、

不整方形の掘込みに壊されている。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。097号炉穴の設営時期

は、覆土中から出土した土器(第44図)から、子母口式期と考えられる。

104号炉穴(第36図)

不整円形の浅い掘込みに、燃焼部が 1か所認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積は

少なし、。 104号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

105号炉穴(第36図)

楕円形の掘込みに、燃焼部が 3か所認められる。西側の燃焼部は掘込み外にまで及ぶ。燃焼部はいずれ

もよく焼けており、焼士の堆積も比較的多い。105号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は

不明であるO

( 2 )土坑

大作頭遺跡B区からは22基の土坑が検出されている。土坑の設営時期については、覆土中から出土した

土器片の時期に準拠しているが、土器片が出土している土坑は 3基であるO したがって、土器片の出土し

ていない大半の土坑については、時期はおろか、縄文時代に属するものであるかという基本的な疑問があ

る。しかし、これらの土坑については、調査段階で、確認面のレベルや覆土から考えて縄文時代に属する

と判断していることから、縄文時代に属するものとして扱うこととした。

土器片の出土していない土坑の、詳細な設営時期は不明であるが、炉穴の設営時期(早期)・住居跡の

設営時期(中期)・包含層の形成時期(早期・中期・後期)のいずれかに相当するものと考えられる。

土坑の土層断面の注記について、提示の必要があると判断されるもののみ本文中に記している。また、

複数の掘込みが重複し、本来は複数基の土坑であると判断されるものであっても、調査段階で一つの遺構

番号を付したものについては、 1基として扱っている。

010号土坑(第37図、図版13)

楕円形の掘込みで、 011号土坑よりも新規の設営であるO 覆土は暗褐色土を主体とする。010号土坑から

は土器は出土していないので、設営時期は不明である。

011号土坑(第37図、図版13)

楕円形の浅い掘込みで、 010号土坑に壊される。覆土は暗褐色士を主体とする。011号土坑からは土器は
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第36図 B区炉穴実測図 (6)

出土していないので、設営時期は不明であるO

012号土坑(第37図、図版13)

ピット状の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土を主体とする。 012号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

013号土坑(第37図、図版13)

楕円形の掘込みで、東側では掘込みがやや深くなる。覆土は暗褐色土を主体とする。 013号土坑からは

土器は出土していないので、設営時期は不明である。

014号土坑(第37図、図版13)

隅丸方形風の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土を主体とする。 014号土坑からは土器は出土していないの

で、設営時期は不明である。

016号土坑(第37図、図版13)

ピット状の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土を主体とする。 016号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

017号土坑(第37図)

円形のピット状の掘込みで、断面は皿状を呈する。覆土は暗褐色土を主体とする。 017号土坑からは土

器は出土していないので、設営時期は不明である。 018号土坑との新旧関係は不明である。

018号土坑(第37図)

円形の掘込みで、断面は皿状を呈する。覆土は暗褐色土を主体とする。 018号土坑の設営時期は、覆土
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中から出土した土器(第45図)から、撚糸文土器の時期と考えられる。しかし、 1片のみの出土で、炉穴

の形成時期と異なることから、断定はできない。

021号土坑(第37図)

ピット状の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土を主体とする。 021号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

023号土坑(第37図、図版14) 

楕円形の掘込みと、深いピット状の掘込みからなるO いずれの掘込みも、覆土は暗褐色土を主体とする。

023号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

024号土坑(第37図、図版14) 

浅い円形の掘込みで、 025号土坑に壊される。覆土は暗褐色土を主体とする。 024号土坑からは土器は出

土していないので、設営時期は不明であるO

025号土坑(第37図、図版14)

浅い円形の掘込みで、覆土は暗褐色土を主体とする。 025号土坑の設営時期は、覆土中から出土した土

器(第45図)から、撚糸文土器の時期と考えられる。しかし、 1片のみの出土で、炉穴の形成時期と異な

ることから、断定はできない。

026号土坑(第37図)

不整形の深い掘込みで、覆土は暗褐色土・ローム粒を主体とする。 026号土坑からは土器は出土してい

ないので、設営時期は不明である。

028号土坑(第37図、図版14)

楕円形の比較的深い掘込みで、あるO 北側の 2基の円形の浅い掘込みが、楕円形の掘込みに伴うか否かは

不明である。いずれの掘込みも覆土は暗褐色士が主体である。 028号土坑からは土器は出土していないの

で、設営時期は不明である。

042号土坑(第37図、図版14) 

円形の浅い掘込みで、南側のピット状の掘込みが、円形の掘込みに伴うか否かは不明であるO いずれの

掘込みも覆土は暗褐色土が主体である。 042号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明で

ある。

048号土坑(第37図、図版14) 

楕円形の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土が主体であるo 048号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

056号土坑(第38図、図版14)

楕円形の比較的深い掘込みで、北側では掘込みが若干深くなるO 覆土は暗褐色土が主体である。 056号

土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

091号土坑(第38図、図版14)

惰円形の掘込みで、東側の掘込みは深いので、本来は 2基の土坑が重複していたのかもしれないが、土

層断面からは明瞭に捉えられない。覆土は暗褐色土が主体であるo091号土坑からは土器は出土していな

いので、設営時期は不明である。
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長楕円形の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土が主体である。 093号土坑の設営時期は、覆土中から出土し

た土器(第45図)から、子母口式期と考えられる。

101号土坑(第38図)

ピット状の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土を主体とする。 101号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

102号土坑(第38図、図版15)

長楕円形の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土が主体である。 102号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

103号土坑(第38図、図版15)

不整の長楕円形の浅い掘込みで、覆土は暗褐色土が主体である。 103号土坑からは土器は出土していな

いので、設営時期は不明である。
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( 3 )住居跡

001号住居跡(第39図、図版15・16) 

円形のプランで、壁高は遺存状態が良好な部分で、約25cmで、ある。壁の下半はソフトローム層に形成され

ていることから、プランはしっかりとしているO 住居跡の覆土は、暗褐色土を主体にローム粒を少量含む

ものであったO

柱穴は17本検出されているが、いず、れも深度が10cm前後で浅い。柱穴配置や深度の差から主柱穴を抽出

することは不可能であった。床面はソフトローム面に形成されているが、硬化面は確認できなかった。東

端からは埋聾炉が検出された。キャリパー形土器(第46図)の上半を正位に埋設したもので、口縁部が 3

cm程度、床面よりも突出しているO 土器は受熱による脆弱化が内面の全面に認められるが、器壁が剥落す

るほどではない。埋聾炉内の覆土は、黒褐色土を主体に灰を含むもので、焼土の混入は極めて少ない。埋

聾と掘込みの間の覆土は、ローム粒・暗褐色土を主体とするしまり良好なものである。掘込みの壁面も比

較的よく焼けているO

住居跡西端の床面から、中期後半に属すると考えられる土器が出土している(図版15 右列 2段目)。

受熱もしくは風化により、脆弱化が進行し、遺物取上げの段階で崩壊してしまったO 整理作業の段階で接

合・復元に努めたが、図示できる程度までの復元は不可能であったO

001号住居跡の設営時期は、埋聾炉の土器から考えて、加曽利EII式期もしくは加曽利Eill式期であろ

うと思われるO

002号住居跡(第39図、図版16)

円形のプランで、壁高は遺存状態が良好な部分で、約20cmで、あるO 壁の下半はソフトローム層に形成され

ていることから、プランはしっかりとしているo066号炉穴・ 069号炉穴の調査の段階で、新旧関係を誤認

して、壁の一部を壊してしまった。住居跡の覆土は、暗褐色土を主体にローム粒を少量含むものであった。

柱穴は、何度も床面の精査を行ったが、検出できなかった。床面はソフトローム面に形成されているが、

硬化面は確認できなかったO

002号住居跡の設営時期は、覆土から出土した土器から考えて、加曽利E皿式期もしくは加曽利EN式

期であろうと思われ、 001号住居跡よりも新しい時期の設営である。

2 遺物

大作頭遺跡B区から出土した縄文時代の遺物は、土器・石器・礁に限られる。このうち実測図を提示す

るものは土器と石器であり、礁については出土状況(分布状況)の提示と、基礎的な分析(重量・大きさ・

遺存度)を行うものとする。

土器は、遺構ごとに掲載し、その後に遺構外出土を掲載した。掲載順序は、遺構出土については、遺構

の事実記載の順番に従っている。遺構外出土については、型式ごとの分類に準拠するのではなく、 A区内

での各時期別の土器片の分布状況が概観できるように、大グリッドごとに掲載したO 掲載する土器の取捨

選別の段階で、図示不可能な小破片や、細別時期が不明な条痕のみの破片・無文の破片は掲載しないもの

とした。胎土中に繊維を含む土器については、断面中にドッ卜を付しておいたO

石器は、大作頭遺跡B区での石器組成(縄文時代早期の炉穴・土坑を主体とする遺跡の石器組成)を概

観できるように、出土地点ごと(遺構ごと・グリッドごと)による提示ではなく、器種ごとに掲載するこ
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とを基本としたO 実測図を提示した石器は、完形もしくはこれに準ずるものに限った。なお、実測図を提

示しないものについては、全点にわたり器種・石材・計測値等を第4表に示したO 実測図に示した石器に

ついても同様の作業を行っているO 石器実測図に用いているスクリーントーンの用例は凡例に示しているO

( 1 )土器

大作頭遺跡B区から出土した縄文土器は、遺構内・遺構外出土にかかわらず、早期の撚糸文土器や子母

口式土器が主体であり、少量の田戸上層式土器・加曽利E式土器・加曽利B式土器が認められるにすぎな

土器の事実記載に際しては、拓影図・断面図・写真(いずれも縮尺は1/3)によって確認できる要素に

ついては省略する。事実記載はあくまで、拓影図等によって表現することのできない要素を記す方法であ

るO 内面の拓影図については、遺存状態が良好なものや、特殊なものについては示している。内面の調整

の有無や状態については、拓影図で示していないものについては、その都度記載している。土器型式名に

ついては、遺構出土のものに関しては、遺構の設営時期を推し量る際に重要であることから、その都度記

載したが、遺構外出土のものに関しては、明確にする必要があるものに限り記載し、全点にわたり記載し

ているわけではない。

子母口式土器は市原市域のみならず、千葉県内での出土例はあまり多くない口また、大作頭遺跡 CA区・

B区・ C区)出土の子母口式土器は、その終末期の様相をよく示した土器群であり、今後の引用・分析の

対象となることが十分予想される。したがって、主要な土器群については巻頭のカラー図版に示し、文様・

施文方法・口唇部加飾の詳細を示すために接写を行い(図版43~48、縮尺は任意)、今後の活用に向けて

の便宜を図っているO

条痕のみの土器・擦痕のみの土器・無文土器など、形式学的な特徴に乏しい土器については、胎土・焼

成や有文土器の量的な多さから、子母口式土器と判断したものが多い。現実には田戸上層式土器の新しい

部分から野島式土器の古い部分の土器も少なからず含まれている可能性が高い。しかし、破片資料でこれ

らを厳密に区別することは困難であることから、ここでの子母口式土器とは、若干の時間幅(田戸上層式

土器の新しい部分から野島式土器の古い部分)を有していることを明記しておきたい。

また、条痕としたものの中には、貝殻条痕と絡条体条痕が含まれているO 明確に絡条体条痕であると判

断されるものはそのように記しているが、明確に区別できないものは単に条痕と記しているO

a 炉穴出土土器

003号・ 004号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1は板状工具による幅広の並行沈線間に、縦位の刻み風の沈線が施される。口唇部の刻みは、破片の左

右で方向を変えているo 2は器表面は絡条体条痕ではなく、単なる条痕である。子母口式土器である。

008号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1の器表面は縦位方向の軽易な擦痕が、間隔をおいて認められる。子母口式土器である。

027号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1は薄手の焼成で、器表面には縦位の条痕が認められる。

029号炉穴出土土器(第40図、図版26)

lは撚糸文土器であるo 2の器表面には縦位の条痕が認められる。口唇部は刺突風の施文が認められる

が、磨滅が進行しているので、詳細は不明である。 2~5 は子母口式土器である。
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030号炉穴出土土器(第40図、図版26)

lの器表面には条痕が認められ、内面には擦痕が認められる。 2は微隆起間に集合沈線が充填され、内

面には擦痕が認められる。 1は子母口式土器、 2は野島式土器である。

031号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1・2は撚糸文土器である。 3は横位方向と格子目状に微隆起が貼付される。 5の口縁中央部は若干の

波状を呈する。 6~10の内面は軽易な擦痕・条痕調整である。

3は子母口式期から野島式期にかけての所産であろう。 4~10は子母口式土器である。

032号炉穴出土土器(第40図、図版26)

lの器表面は、軽易な擦痕の上に、格子目状の条痕が認められる。子母口式土器である。

039号・ 040号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1は無文であるo 2は口層部に刺突が認められる。共に子母口式土器である。

041号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1~3 は撚糸文土器である。 4 は格子目状の細沈線が施されるが、へラ状の工具でミガキ風に擦り消さ

れているようであるO 内面の調整は雑である。子母口式土器であろうか。

043号炉穴出土土器(第40図、図版26)

2・3の内面には擦痕が認められる。 1から 3は子母口式土器である。

044号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1~3 は口縁端部から口唇面にかけて刻みが施される。子母口式土器である。

045号炉穴出土土器(第40図、図版26)

1は撚糸文土器である。 2・3は内外面ともに擦痕が認められる。子母口式土器であるO

046号炉穴出土土器(第41図、図版26)

1は薄手の焼成で、内外面ともに擦痕が認められる。 2の器表面には板状工具等による幅広の沈線が認

められる。 3 の内外面と口層面に条痕が認められる。 1~3 は子母口式土器である。

047号炉穴出土土器(第41図、図版26)

1は撚糸文土器、 2は子母口式土器である。

051号炉穴出土土器(第41図、図版26)

1は内外面ともに無文である。 5の器表面は粗い条痕調整で、内面には擦痕が認められる。 7は三角形

状の太い隆帯が貼付される。 1~6 は子母口式土器である。 7 は芽山上層式土器である。

052号炉穴出土土器(第41図、図版27)

1は内外面ともに軽易な擦痕が認められる。子母口式土器であろう。

057号炉穴出土土器(第41図、図版27)

1 ・ 2 ・ 4 は内面に軽易な条痕が認められる。 3 の内面は条痕が認められる。 1~4 は子母口式土器で

あるが、条痕がしっかりとしていること等、野島式土器である可能性も高い。

058号炉穴出土土器(第41図、図版27)

1は撚糸文土器である。 2は子母口式土器であろうか。

061号炉穴出土土器(第41図、図版27)

1は内外面ともに条痕が施される。口唇には円形刺突が施される。子母口式土器であるO
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063号炉穴出土土器(第41図、図版27) 

1・2共に内面に条痕が認められる。 2は口唇にも条痕が認められる。子母口式土器であろう。

064号炉穴出土土器(第41図、図版27)

2 は無文土器である。 1~3 は子母口式土器であろう。

065号炉穴出土土器(第41図、図版27)

lは内外面ともに軽易な擦痕が認められる。子母口式土器である。

066号炉穴出土土器(第42図、図版27)

1・2は口唇部がフラッ卜に調整され、器表面に擦痕が認められる。 6は内外面ともに擦痕が認められ

る。 7• 10は内面にも条痕が認められる。 1~10は子母口式土器である口

069号炉穴出土土器(第42図、図版27)

1・2・8は撚糸文土器である。 3は内外面ともに擦痕が認められる。 4は口縁左半で波状を呈する破

片で、内外面ともに擦痕が認められる。破片左下には斜行する明確な沈線が認められる。口唇には刻みが

認められる。 9は内外面ともに擦痕が認められる。 10は比較的堅轍な焼成で、内外面ともに軽易な擦痕が

認められる。縦位方向に微隆起が貼付され、円形刺突列が押捺される。刺突列は横幅の広いS字状を呈す

る可能性が高い。子母口式土器が主体であるが、 10は子母口式期の新しい部分から野島式期にかけてのも

のであろう。

071号炉穴出土土器(第42図、図版28)

1は撚糸文土器であるo 1の器表面には擦痕が、内面には条痕が認められる。 5の内面は条痕であるO

6の器表面には擦痕が認められる。 7の器表面には軽易な擦痕が認められる。口縁部には 2本の微隆起が

横走する。口縁に近いほうの微隆起上には、小さな円形刺突が施されるようである。 2~7 は子母口式土

器であろう。

072号炉穴出土土器(第43図、図版28)

1は撚糸文土器である。

074号炉穴出土土器(第43図)

1は胎土・焼成から判断して、子母口式土器と思われる。

076号炉穴出土土器(第43図、図版28)

1の器表面には、わずかに条痕が認められる。子母口式土器と思われる。

081号炉穴出土土器(第43図、図版28)

1は薄手の焼成で、口縁端部には縄文もしくは絡条体圧痕が認められる。子母口式土器である。

085号炉穴出土土器(第43図、図版28)

1・6は内外面ともに擦痕が認められる。 5の器表面の口縁端部には 2本の沈線風の意匠が認められる

が、これは条痕調整によるものである可能性が高い。 9の最沈線風の格子目文は条痕調整であろう。 10は

絡条体条痕の可能性がある。

1 ~10は子母口式土器である。

088号炉穴出土土器(第43図、図版28)

1は円形押捺が施される。 069号炉穴出土土器10同様に、刺突列が横幅の広いS字状を呈する可能性が

高い。 2・3は内外面ともに条痕が認められる。子母口式土器であろう。
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096号炉穴出土土器(第43図、図版28)

1は撚糸文土器であるo 2は内外面ともに擦痕が認められる子母口式土器である。

097号炉穴出土土器(第44図、図版28)

1 の器表面には擦痕が認められる。 3 ・ 4 の器表面には擦痕が、内面には条痕が認められる。 1~4 は

子母口式土器である。

b 土坑出土土器

018号土坑出土土器(第45図、図版28)

1は撚糸文土器であるO

025号土坑出土土器(第45図、図版28)

1は撚糸文土器であるO

093号土坑出土土器(第45図、図版28)

1は内外面ともに擦痕が認められる。幅狭の口唇に刻みが施される。 2は擦痕調整で、破片右上には 2

本の沈線が認められる。共に子母口式土器であろう。

学長初 f各JJ円訴"，~~，紙、、え弐グ句叫♂手会ヤ部~.:..ーへ口γ n 

SK-97 SK-97 

3 
SK-97 4 

SK-97 

。 10c皿

第44図 B区炉穴出土土器実測図 (5)

理370
1 
SK-18 SK-93 。

第45図 B区縄文時代土坑出土土器実測図

aaτ η
I
 



C 住居跡出土土器

001号住居跡出土土器(第46図、図版29)

1は埋聾炉に用いられたキャリパー形土器で、口縁部と胴部を区別する隆帯は認められない。渦巻文を

起源とする円形区画文下の隆帯や、楕円区画文下の肥厚によって区別される。 2・3も1に近い時期の所

産であるo 4は撚糸文土器である。 1は加曽利ElI式期もしくは加曽利E皿式期であろうと思われる。 2・

3は加曽利Eill式土器である。

002号住居跡出土土器(第46図、図版29)

1~3 は同一個体で、加曽幸IJEill式期もしくは加曽不IJEN式期であろうと思われる。

措岬4屯ツ埼::~-

が~;:~時撤被け\

桜塚41j紘ハ
1'， ;:~~:~~;~;.~j担〉お人J

f・~:~~.むきぞおJν::~ "/ 

81-001 

1 
81-0ω 

~紙芝李f了〉

i観察ハ
ツ主五五号 L { 

81-00! 

じ??;究桝{中
~. _:'.t'~:~;;.'~'l;~，で

長

1 
81イ旧1

2 
81イJ02

第46図 B区縄文時代住居跡出土土器実測図

-75 -

。
3 
81-002 

10叩



d 遺構外出土土器

ここでは、遺構外から出土した縄文土器を扱う。遺構外出土については、型式ごとの分類に準拠するの

ではなく、 B区内での各時期別の土器片の分布状況が概観できるように、大グリッドごとに掲載した。な

お、遺物番号は大グリッドごとに更新し、出土した小グリッドが判明しているものについては、その小グ

リッド名を遺物番号の脇に記している。

H7区出土土器(第47図、図版29)

1"-'3は沈線が施される土器で、三戸式土器である。

H8区出土土器(第47図、図版29)

1は太めの短沈線が横位に施される土器で、田戸下層式土器である。

1 8区出土土器(第47図、図版29)

1・3・9は撚糸文土器である。 2は深い刺突が施され、口唇にも刺突が施される。子母口式土器であ

る04"-'8は後期中葉に属する破片である。

1 9区出土土器(第47図、図版29)

1の器表面には擦痕が認められる。 3・4の内外面には条痕が認められる。 5は縦位の隆帯の両脇に沈

線が充填される。内面には条痕が認められる。 1"-'4は子母口式土器であろうか。 5は野島式土器である。

1 10区出土土器(第47図、図版29)

1・2は撚糸文土器である。 5は縦位の微隆起が貼付される。 6の口縁端部から口唇部にかけて刻みが

施される。 7• 8は平行沈線が施される。 8は波状口縁の部分の破片である。 9"-' 13は、条痕調整のよう

でもあるが、沈線ではなし、かと思われる。内面には軽易な擦痕が認められる。

5"-'17は、子母口式土器ではなく、野島式土器の古い部分が主体なのではなかろうか。

111区出土土器(第47・48図、図版29・30)

1は撚糸文土器である。 2は田戸下層式土器であるo 3 ~ 6は太い沈線(凹線)や半裁竹管による深い

刺突文が施される。田戸下層式土器であろうか。 8・9は条痕調整の上に斜方向の沈線が施される。 10の

口縁の左端は、波状部へ連なるようである。縦位の微隆起が貼付され、破片下端では横位の沈線がこの微

隆起を切る。破片上半でも斜方向の沈線が微隆起を切る。基本的には横位・斜位の区画文間に、縦位の沈

線が充填されるという構成である。 14は中期後半のキャリパー形土器の胴部破片であろう。

7 "-' 13は野島式土器の古い部分を中心とする破片であろう。

1 12区出土土器(第48図、図版30)

1・2は内外面ともに擦痕が認められる。子母口式土器であろう。

J 4区出土土器(第48図、図版30)

1・2は後期中葉に属する破片である。

J 9区出土土器(第48図、図版30)

1は撚糸文土器であるo 2は浅い沈線と刺突が施される。野島式土器であろうか。 3は内外面ともに擦

痕が施され、口唇に沈線が施される。子母口式土器であろう。 4は中期後半の鉢形土器の破片であろう。

6"-'11は後期中葉に属する破片であろう。

J 10区出土土器(第48・49図、図版30・31)

1 "-' 14は撚糸文土器で、井草式土器・稲荷台式土器が主体である。 25の口縁は平縁である。 31の口縁端
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部は剥落している。 32は口縁下に横位の微隆起が巡り、微隆起以下の部分には条痕が認められる。 33は縦

横に微隆起が貼付され、沈線が充填されるo 34の口唇には条痕が認められる。 39~41は脆弱な焼成で、員

殻腹縁文が縦位に施される。 42・43は胎士に繊維を多量に含み、降帯が横位に施されるo 44・45は中期後

半に属し、 46~52は後期中葉以降の破片である。

15~32はおおむね子母口式土器で、 33は野島式土器である。 34~36も野島式土器であろうか。 39~42は

早期でも芽山上層式土器よりも新しい時期の所産の可能性が高い。

J11区出土土器(第49~52図、図版31~33)

1 ~58は撚糸文土器であり、稲荷台式土器が主体である o 60の器表面には擦痕が認められる。 67~69は、

条痕ではなく沈線が施されているようであるo 70の器表面は灰色味の強い黄灰色を呈し、異質な印象が強

い。薄手であるが軟質な焼成であるO 幅広の微隆帯上に刺突が施されるが、この微隆帯は貼付されたもの

ではなく、刺突施文域外に凹線が施された結果、微隆帯上を呈しているようでもあるO 東IJ突や焼成は常世

式土器を勢第とさせる。 74の破片上半は条痕の上に沈線が施される。 78~87は中期後半に属する破片であ

るo 88~91は後期中葉に属するものである。

59~66などは子母口式土器であろうと思われる。 67~69 ・ 74は野島式土器で、 75は早期でも芽山上層式

土器よりも新しい時期の所産の可能性が高い。

J 12区出土土器(第52・53図、図版33・34)

1から42は撚糸文土器で、稲荷台式土器が主体である。 43は回戸下層式土器である。 47は口縁端部とい

うよりも口縁上端に刻みが施される。 49は破片上半に横位の隆帯が巡り、隆帯以上の部分には斜行する沈

線が、隆帯以下の部分には横走する細沈線が施される。 53の口縁上部の横位の沈線風のものは条痕による

ものである。 56~62 ・ 65 ・ 66は中期後半に属し、 63 ・ 64は後期中葉に属する。

44~48 ・ 55は子母口式土器で、 49~54は野島式土器であろう。

K8区出土土器(第54図、図版34)

1は撚糸文土器で、 2は最沈線が施される野島式土器であろう。

K9区出土土器(第54図、図版34)

1は撚糸文土器で、 2・3は後期中葉以降の破片であろう。 3は底部と胴部の境界部位に刻みが施され

る。

KlO区出土土器(第54図、図版34)

1~7 は撚糸文土器で、稲荷台式土器が主体である。 8 • 10は前期に属し、 9は中期後半に属するO

K11区出土土器(第54図、図版34)

1・3は撚糸文土器である。 2・4は子母口式土器である。 5・6は中期後半に属し、 7は後期中葉に

属する。

K12区出土土器(第54図、図版34・35)

1 ~12は撚糸文土器で、稲荷台式土器が主体である。 15は胎土・焼成から子母口式土器と思われる。 14

は後期中葉に属する。 13は凹線が横走するもので、晩期に属するものであろうか。

K13区出土土器(第54図、図版35)

1は後期後半に属する。
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L9区出土土器(第55図、図版35)

1は撚糸文土器であるO

L10区出土土器(第55図、図版35)

1"'9・11・12は撚糸文土器で、稲荷台式土器が主体である。 8は口縁下の破片で、横位の絡条体庄痕

が施される。 13は後期後半以降の組製土器であろう。 13は稲荷台式土器の土器片を再利用した円盤で、内

面側に穿孔が認められる。

L11区出土土器(第55図、図版35)

1"'3は撚糸文土器で、 4は後期後半以降の破片である。

第55図 B区遺構外出土土器実測図 (9)
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( 2 )石器(第56図、図版38)

石器は、大作頭遺跡B区での石器組成を示すことを第一の目的としたO したがって、出土地点ごとによ

る提示ではなく、器種ごとに掲載することを基本としたO

実測図を提示した石器は、完形もしくはこれに準ずるものに限ったO なお、実測図を提示しないものに

ついては、全点にわたり器種・石材・計測値等を石器一覧表(第4表)に示したO 実測図に示した石器に

ついても同様の作業を行っている。石器実測図に用いているスクリーントーンの用例は凡例に示しているO

実測図は、剥片石器(第56図、図版38) と喋素材の石器(礁石器第57~67図 図版39~42) に分けて

提示している。なお、事実記載に関わる要素は、すべて石器一覧表に記しているので、ここでの重複は避

けるO
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遺構・グリッド 名称 石材
長×帽x厚 重量

図番号 遺構・グリッド 名称 石材
長x幅x厚

重(g量) 
(咽) (g) (回)

佃1号住居跡 軽石 軽石 l1.3x 6.8x 3.8 処568一筋 J 11-11 膚石 閃録岩 5.9x 4.5x 3-6 133.7 59-19 

ω1号住居跡 軽石製品 軽石 lUx 6.5x 3 55.8 飽-67 Jl1-43 磨石 砂岩 6.1x 5x 2.6 63-9 m-27 

ω8号炉穴 RF 黒曜石 2.2x 3-8x 0.6 3-8 Jl1-44 磨石 砂岩 7.3x 5.7x 5.5 215.1 m-21 

似1号炉火 磨石 安山岩 6.3x 5.7x 3-9 1弱B58-10 J 12-03 磨石 砂岩 8.5x 6.6x 4.4 309.2 抱一13

Jl1-22 厳石 安山岩 10.3x 8.6x 4.7 651.3 58-12 J 12.Q4 磨石 砂岩 4.5x 3-7x 1.6 31.1 

Jl1-22 磨石 砂岩 4.6 x 4.3 x 4.1 1ωs J 12-24 磨石 砂岩 6.5x 4.1 x 3-6 l肱S59-00 

側号炉火 磁石 安山岩 7.5x 5.1x 2.9 初1随一11 J 12-44 磨石 砂岩 4.2x 3x 2.1 鎚掬-18

071号炉穴 凹石 閃緑岩 6.1x 5.5x 3-5 158.9 64-43 K9-00 膚石 砂岩 4.9x 4.8x 4.7 132.3 61-29 

071号炉火 フレイク チャート 2.3x 2.9x 0.5 2.6 Kl品41 磨石 流紋岩 5.3 x 4.2 x 3.8 86.5 船-23

071号炉火 ポイント ホルン7x)レス 4.6x 1.9x 0.6 5.9 57-9 Kl1-21 膚石 砂岩 8.7x 5.2x 2.8 総S

四四号住居跡 磨石 砂岩 10x 7.2x 4.3 4弧159-15 Kl1-30 磨石 砂岩 7x 4.6x 4 121.6 伺-27

H8-13 コア 石英岩 2.2x 1.3x 1.3 5.6 Kl1-30 磨石 砂岩 7.7x 4.2x 3-4 138.6 伺-27

uι14 7レイク 黒曜石 Ux 1.5x 0.4 0.85 K12-10 磨石 砂岩 6.5 x 4.4 x 3-1 89.6 伺-22

110.23 7レイク 黒曜石 l.8x 1.6x 0.5 1.2 K12-12 磨石 砂岩 且4x 4.2x 2.5 億畠 61-31 

11ι32 7レイク 黒曜石 3.8x 2.4x 0.8 8.1 K12-12 磨石 砂岩 4.7x 3.8x 1.1 釘.9伺-25

11ι33 フレイク 黒曜石 1.6x 1.7x 0.2 0.58 K12-12 磨石 砂岩 6.6x 5.7x 4.4 167.7 61-31 

11品34 7レイク 黒曜石 2x Ux 0.7 1.8 KI2-22 膚石 ホルンフェルス 4.9x 4.1 x 3 50.2 伺-26

u品舗 7レイタ 黒曜石 1.9x 1.9x 0.7 1.9 KI2-35 磨石 砂岩 6x 3-2x 2.6 51.3 m-24 

uιu コア 黒曜石 2.1x 1.5x 1.3 3-5 J 9-34 融石 波紋岩 且4x 4.7x as 122.1 回-33

J 9-4畠 7レイク 黒曜石 1.7x O.8x 0.4 O.弱 J 10-42 舷石 砂岩 l1.5x 7.7x 5.4 舗3-262-38 

H品目白 7レイク 安山岩 4.9 x 2.2 x 0.6 7.8 Hι43 融石 閃緑岩 l1.1x 8.2x 4.6 ωu 61-32 

Hι21 フレイク 黒曜石 1.2x 1.3x 0.4 0.71 J 11-23 磁石 砂岩 3.8x 2.2x 3-1 31.2 健一範

j1o.21 チップ 黒曜石 J 11-23 磁石 チャート 4，6x 3-3x 2 49.3 62-36 

Hι22 RF 黒曜石 2.4x 1.7x 0.9 3-3 J 11-43 厳石 砂岩 5.7x Ux aa 抱561-28 

Hι30 RF 黒曜石 2.1x 1.8x 0.8 3.4 J 11-44 磁石 砂岩 4.2x 3-6x 3 47.5 飽-34

J 10-31 フレイク 黒曜石 l.3x lx 0.2 且19 J 12-22 融石 砂岩 4.9x 3-7x 2.2 弘762-釘

11ι33 ブレイク 黒曜石 0.9x 0.7x 0.2 0.12 Klι∞ 般石 安山岩 也7x 5.5x 4.9 1輔A63-39 

J 1ι41 コア 黒曜石 3-9x 2.8x 1 10.2 KIO-l旧 厳石 ホルン7xルス 8.7x 5x 3-7 舗u 63-41 

J 11-10 RF 黒曜石 2.6 x 1.9 x 0.6 1.9 Kl1-44 厳石 閃緑岩 Ux 3-3x 2.5 69.3 国-40

J 11-12 フレイク 黒曜石 2x 1.1x 0.4 O.舗 KI2-11 厳石 砂岩 6.8x 5x 4 153-3 

J 11-24 7レイク 黒曜石 1.7 x 1.1 x 0.3 O.飽 KI2-11 敵石 斑紋岩 8.3x 5.9x 4.5 347.4 63-42 

J 11-1回 フレイク チャート 3-7x 1.5x 0.5 3-1 J 11-14 凹石 閃録岩 6.9x 4.8x 4.6 192.8 64-44 

J 11-33 7レイク 黒曜石 3-1 x 2.2x 0.6 aa J 12-23 凹石 閃録岩 10.5x 6.2x as 詔7且 64-45 

j12-l阻 7レイタ 黒曜石 l.3x lx 0.2 0.16 J 12-23 凹石 砂岩 7.4x 4，5x 3-9 1缶S65-46 

J 12-怨 フレイク 黒曜石 2.8x 1.7x 1 3.8 川-43 打製石斧 砂岩 6.5x 4.4x 1.7 抱2筋-47

Kι32 コア 黒曜石 4.3x 2.7x 2.3 27.3 J 1品-34 打製石斧 蛇紋岩 5.5x 4.1x 2.6 伺1 65-50 

Kllι40 コア 黒瞳石 4.4x 2.9x 1.3 13-3 Jlι40 打製石斧 ホルンフェルス ι9x 4.3x 1.3 53-2 65-48 

K11-:却 7レイク 黒曜石 l.8x lx 0.7 0.63 J 11-12 打鍵石斧 安山岩 4.5x 3-5x 1.1 25.3 65-53 

KI2-l陥 7レイク 黒曜石 1.1x 1.7x 0.8 1.2 J 11-13 打製石斧 買岩 5.6x 2.3x 1 18.3 65-52 

KI2-l固 フレイク 黒曜石 Ux 1.6x 1.1 2.5 J 11-21 打製石斧 ホルン7xルス 9.7x 5.4x 2.3 161.4 66-54 

KI3-ω フレイク 黒曜石 1.1x Ux 0.2 0.44 J 11-22 打製石斧 安山岩 l1.1X 5.5x 2.4 却7.865-49 

Kl品∞ フレイク 黒曜石 1.1x 1.3x 0.5 0.82 J 11-30 打製石斧 閃緑岩 9.3x 5.2x 2.7 196.7 65-51 

H7-43 石鎌 黒曜石 2.7x 1.8x 0.7 2.5157-1 J 12-11 打製石斧 ホルンフェルス 5.3 x 3-4 x 1.2 30.1 66一部

19 石11来製品 チャート 2.7x 1.9x 0.7 4.8157-2 J 12-14 打製石斧 砂岩 且7x 6x 2 75.5 66-57 

110-34 石鍍 黒曜石 1.9x 1.6x 0.2 0.4 57-3 J 12-14 打製石斧 関緑岩 5x 4.4x 2.3 孤S66ー弱

111-14 石鎌 黒曜石 1.6x 0.9x 0.4 0.39 57-4 Kl1-40 打製石斧 安山岩 11.9x 5.7x 2.9 釘5.8 備ー弱

j1ι11 石鎌未製品 黒曜石 1.9x 2.5x 0.6 2.5157-5 J11・42 局部磨製石斧 ホルン7x1レス 7.5x 3-6x 1.7 70.2 66-鎚

Jl1-42 石鍛 黒曜石 2.9x 1.5x 0.6 2.3157-6 j12・13 局部磨製石斧 ホルン7xルス 7x 2.8x 1.7 42.3 66-m 

J 12-03 石鍍 黒曜石 2.2x 0.9x 0.3 。布 57-7 KIo.40 局郎磨製石斧 粘板岩 7x 4.2x 1.4 56.3 67-61 

j12-22 石鍍 頁岩 2.8x 1.6x 0.4 1157-8 Kl1-30 局部磨製石斧 ホルンフェルス 且5x 4.3x 1.8 鉱267-63 

J 9-21 磨石 砂岩 6x 5.7x 2.8 l侃3随一16 Kl1-41 局部磨製石斧 ホルンフェルス 6.5x 2.4x 1.2 28.8 67一個

Jliι11 磨石 砂岩 7.9x 7.1x 3-5 筋 .259-17 Kl1-41 局部膚製石斧 関緑岩 7x 4.1x 2.5 70.7 67-64 

J 10-31 磨石 閃緑岩 6.5x 4.5x 2 飢9国一14 K07-00 石皿 安山岩 13-1x 1001x 5 7斜.767-65 

J11羽 磨石 閃緑岩 6.2x 3-8x 3.8 掬6 J 10.40 軽石 軽石 3-4x 2.9x 1.7 且9

J 11-10 磨石 流紋岩 5.6x 且5x3-9 167.2 m-23 J 11-23 敵石 砂岩 7.7x 3-8x 3.8 135.6 61-30 

第4表 B区縄文時代石器一覧表

( 3 )喋

大作頭遺跡B区からは大量の礁が検出された。これらは集石のような状況を呈していたわけではない。

早期土器群の包含層の調査の際に、土器片に混じって出土するものであった。

従来、特に君津郡市域では、早期の包含層から多量に喋が出土する例は多く知られていたが、市原市域
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での出土例はあまり知られてはいない。したがってここでは、基礎的な集計作業を行い、今後の整理作業

に向けての基礎的なデータを提示することとした。これは、今後の東関東自動車道(千葉・富津線)の整

理作業において、大作頭遺跡B区同様に、多くの礁を出土する早期の遺跡が多いことも考慮しての作業で

ある。

なお、今回は時間的な制約から、礁の石材についての分析は行わなかったO これは礁が近隣の喋層から

搬入されたことを考えれば、おのずと礁の素材は明らかになるものと考えたからであるO この点について

了解していただきたい。念のため分析作業の際に把握した礁の石材は、チャート・砂岩・流紋岩が主体で、

粘板岩・泥岩・安山岩がこれらに次ぐものであった。

a 礁の分布

礁の平面的な分布を第69図に示した。ドット一つが100点で、あり、小グリッドごとにドットの個数で出

土量と分布を示した。 B区中央のやや南側に集中し、周辺に向かうにつれて分布量が減るという傾向を読

みとることができるO 子母口式期を中心とする遺構分布と比較すると、最も集中的に分布する地点は、遺

構の分布が認められない地点である。このように考えると、礁の分布は、遺構の分布と補完関係を有して

いたこととなり、子母口式期に伴っていた可能性が指摘できる。

基礎整理の段階で、包含層から出土した土器の分布図を作成した。撚糸文土器・子母口式土器(野島式

土器を含む)・加曽利E式土器を対象としたO 結果として明瞭に分布傾向が読みとれるものは、第68図に

示した撚糸文土器の分布であった。ドット一つが10点であり、小グリッドごとにドットの個数で出土量と

分布を示した。稲荷台式土器が主体で、井草式土器が含まれる撚糸文土器の分布である。遺跡中央のやや

南側に集中し、周辺に向かうにつれて分布量が減るという傾向は、礁の分布と一致する。このように考え

ると、礁は土器片と共に廃棄もしくは遺棄されたものと考えることができるO

b 礁の分析

礁の重量・長軸長・遺存度の集計を行った(第70図~第81図)。集計を行った小グリッドは、出土量の

多い23個の小グリッドである。重量については10gごとの点数を示し、長軸長については 1cm毎の点数を

示し、遺存度は 4分割ごとの点数を示したO

40g以下の重量で、長軸長 2cm~ 5 cmの、完形の礁が用いられている傾向を読みとることができる。今

後、周辺の喋層の分析から、礁が選択されて搬入されたものなのか否かが明らかになるであろう。

礁の遺存度に注目すると、一定の割合で完形ではない礁が含まれているO これは被熱等により遺跡内で

破砕したことを示しているものとも考えられる。

c 小結

子母口式期では礁の分布が、遺構の分布と補完関係を有していたことが判明した。撚糸文期では、土器

の分布と礁の分布が一致することが判明したO このように考えると、現段階では礁がどちらの段階で廃棄・

遺棄されたものかを判断することはできない。想像をたくましくするならば、完形の礁と破砕した喋とい

う2種類の構成が、時期的な差に連動する可能性もあろう。また、撚糸文期の土器・礁が、子母口式期の

炉穴・土坑の設営の際に除去されて、集中的に廃棄された可能性もあろう。

現段階では礁の形成時期・性格については不明であるといわざるを得ないが、今回のデータを基礎資料

として、今後の分析結果を待ちたい。
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第3節 歴 史 時 代

1 遺構

大作頭遺跡B区からは、歴史時代に属すると考えられる遺構は、方形周溝状遺構が1基検出されている。

001号方形周溝状遺構(第82図)

東西約7.6m、南北約7.0mの規模を有する方形周溝状遺構である。溝の幅は約1.0m ~1. 5 mで、掘込み

は軟弱で、深さも20佃弱程度であるO 溝の覆土は、暗褐色土を主体に黒色土を多く含むものであった。溝

は部分的に途切れているが、これは本来的な姿ではなく、後世の耕作などで、削平されてしまったものと

思われる。

方形周溝状遺構の溝内からは遺物は出土していない。したがって、 001号方形周溝状遺構の設営時期は、

厳密には不明である。しかし覆土は明らかに歴史時代のものであり、大作頭遺跡A区でも方形周溝状遺構

が検出されていることから、大作頭遺跡A区同様、奈良時代を中心とする時期であることが考えられる。

方台部からは、主体部等は検出されなかった。

001号方形周溝状遺構

三フ A 

物1.~.6m
一一・ B'~.6m

。 2m 

第82図 B区方形周溝状遺構実測図
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第 4章大作頭遺跡C区

大作頭遺跡C区は、縄文時代の炉穴61基・土坑15基・住居跡 1軒、歴史時代の方形周溝状遺構 1基が検

出されているO このほか、遺構外からは縄文時代早期を中心とする時期の土器片や、これに伴うものと思

われる礁が出土しているO

遺跡の中心となる時期は、炉穴・土坑が設営された縄文時代早期である。炉穴・土坑出土土器や遺構外

出土土器は、いままで検出例の乏しかった子母口式期から野島式期にかけてのものが主体であり、貴重な

資料である。

第1章でふれたとおり、大作頭遺跡は調査地点が 3か所に分かれており、これらを西からA区、 B区、

C区と呼称し、各区を章ごとに記載することとした。章中では、時代順(古い順から)に節を設定し、各

時代のなかでは、遺構と遺物に分けて記載することを基本とした(旧石器時代を除く)。写真図版の掲載

については、本文中の章立てや節の構成に連動することが望ましいと思われたが、レイアウトの都合から、

各区の遺構をまとめて掲載し、その後に各区の遺物を掲載するという体裁をとった。

第 1節旧石器時代

大作頭遺跡C区では旧石器時代の石器出土地点は確認されなかったO しかし、縄文時代早期の遺物包含

層の調査の段階で、早期の土器群に混じって、旧石器時代に属すると思われる石器が出土した。第84図1

は、 N23-75地点の縄文時代早期遺物包含層から出土したフレイクである。石材は頁岩である。

芯fJ!f

ム
。

N23-75 

5c皿

第84図 C区旧石器時代石器実測図
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第2節縄文時 代

1 遺構

( 1 )炉穴

大作頭遺跡C区からは61基の炉穴が検出されている。この61基という数字は、調査段階で炉穴としてカ

ウントした数である。複数の掘込みと複数の燃焼部が認められるものであっても、調査段階で一つの遺構

番号を付したものについては、 1基として扱っている。調査段階での認識に依拠している。

実測図の掲載方法は、燃焼部と考えられる範囲(地山に熱を受けた痕跡が認められる範囲)と、土層断

面中の焼土の範囲を、スクリーントーンで示した(用例参照)。掘込み自体の覆土については、調査段階

での記録が比較的省略されていることから、特に説明が必要と考えられるもの以外は省略しているD

炉穴実測図の掲載に際しては、番号順に掲載することを基本としたが、レイアウトの都合上、一部順序

が前後しているものがある。ただし、その場合であっても、事実記載は、番号順に記している。なお、異

なる遺構番号の炉穴が重複・近接し、同一挿図中に掲載されている場合の資料提示は、最も若い遺構番号

の位置に準拠しているが、事実記載は番号順に記している。

002号炉穴(第85図、図版16)

長方形と円形の掘込みからなる。長方形の掘込み内に燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、

焼土の堆積は極めて多い。 002号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第97図)から、子母口式

期と考えられる。

003号炉穴(第85図、図版16)

楕円形の浅い掘込みに燃焼部が2か所認められる。燃焼部は共によく焼けており、焼土の堆積も多い。

東側の燃焼部の焼土の堆積は極めて多い。 003号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第97図)

から、子母口式期と考えられる。

004号炉穴(第85図、図版16)

長楕円形の 2基の掘込みからなり、それぞれの掘込みの端部に燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よ

く焼けており、焼土の堆積も多い。 004号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

006号炉穴(第85図)

燃焼部のみが残存する炉穴であろうと思われる。 3か所の燃焼部からなり、よく焼けており、焼土の堆

積も多い。 006号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

007号炉穴(第85図)

燃焼部のみが残存する炉穴であろうと思われる。 2か所の燃焼部からなり、よく焼けており、焼土の堆

積も多い。 007号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

008号炉穴(第85図)

燃焼部のみが残存する炉穴であろうと思われる。 3か所の燃焼部からなり、よく焼けており、焼土の堆

積も多い。 008号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

009号炉穴(第85図、図版17)

長楕円形の掘込みの中央に燃焼部が認められる。燃焼部が柱穴状の掘込みによって壊されているので、

この柱穴状の掘込みは009号炉穴には伴わないものと思われる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の

堆積も比較的多い。 009号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。
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011号炉穴(第85図、図版17)

不整円形の掘込みに、 3か所の燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積

は比較的多い。 011号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

012号炉穴(第86図、図版17)

3基程度の浅い掘込みからなる炉穴群である。燃焼部が 5か所認められることから、最低でも 3基の炉

穴が重複しているものと思われる。燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積は比較的多し'0012 

号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第97図)から、子母口式期と考えられる。

013号炉穴(第86図、図版17)

楕円形の浅い掘込みに、 2か所の燃焼部が認められる。燃焼部が柱穴状の掘込みによって壊されている

ので、この柱穴状の掘込みは013号炉穴には伴わないものと思われる。燃焼部はあまりよく焼けていない

が、焼土の堆積は比較的多い。 013号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第97図)から、子母

口式期と考えられる。

015号炉穴(第86図、図版17)

不整形の浅い掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積は比較的

多い。 015号炉穴からは土器は出土しているが(第97図)、中期に属するものであり、炉穴の設営時期を示

しているとは考えがたい。したがって015号炉穴の設営時期は不明である。

016号炉穴(第86図、図版17)

楕円形掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積は多い。 016号炉穴からは

土器は出土していないので、設営時期は不明である。

017号炉穴(第86図、図版17)

不整形の浅い掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積は比較的

多い。燃焼部の直上から土器片が多く出土している。 017号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器

(第97図)から、子母口式期と考えられる。

019号炉穴(第86図)

長楕円形の掘込みに 3か所の燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けておらず、焼土の堆積も少

ない。 019号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

020号炉穴(第86図、図版17)

不整形の浅い掘込みに燃焼部が 3か所認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積は比較的多い。

020号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

021号炉穴(第86図、図版18)

長方形の掘込みの北側に楕円形の掘込みが突出するような形態の掘込みである。燃焼部はあまりよく焼

けていないが、焼土の堆積は比較的多い。 021号炉穴から撚糸文土器が出土している(第97図、図版36)

が、 021号炉穴の設営時期を撚糸文期とすると、本遺跡の炉穴の設営時期とはかけ離れることから、現段

階では設営時期は不明であるといわざるを得ない。

022号炉穴(第86図、図版18)

不整楕円形の掘込みの中央部に燃焼部が認められる。燃焼部のプランから、 2か所の燃焼部があったも

のと思われる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積は多い。 022号炉穴の設営時期は、覆土中か
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ら出土した土器(第97図)から、子母口式期と考えられる。

023号炉穴(第86図、図版18)

円形の掘込みに燃焼部が認められる。東側の柱穴状の掘込みが023号炉穴に伴うか否かは不明である。

燃焼部はあまりよく焼けていない。焼土の堆積は比較的多い。 023号炉穴からは土器は出土していないの

で、設営時期は不明である。

024号炉穴(第87図、図版18)

不整楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。底面には 5基の柱穴状の掘込みが認められる。南側の柱穴

状の掘込みの壁面には、燃焼部の受熱が認められることから、 024号炉穴に伴うものである可能性が高い。

燃焼部はよく焼けているが、焼土の堆積は多くない。 024号炉穴からは土器は出土していないので、設営

時期は不明である。

025号炉穴(第87図、図版18)

不整長楕円形の掘込みの端部付近に 2か所の燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆

積も多い。北側の燃焼部の直上からは土器片が多く出土している。 025号炉穴の設営時期は、覆土中から

出土した土器(第98図)から、子母口式期と考えられる。

026A号炉穴(第87図、図版18)

楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的多い。 026

A号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

026B号炉穴(第87図、図版18)

楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的多い。 026

B号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

026C号炉穴(第87図、図版18)

楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的多い。 026

C号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

027号炉穴(第87図、図版18)

長楕円形の掘込みに燃焼部が認められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的多い。

南西側の柱穴状の掘込みが027号炉穴に伴うか否かは不明である。 027号炉穴の設営時期は、覆土中から出

土した土器(第98図)から、子母口式期と考えられる。

031号炉穴(第87図、図版19)

三角形風の掘込みに 2 か所の燃焼部が認められる。円形もしくは楕円形の掘込みが 2 基~3 基重複して

いるような形態の掘込みである。北側の柱穴状の掘込みが031号炉穴に伴うか否かは不明である。燃焼部

はよく焼けており、焼土の堆積も多い。南西側の燃焼部の直上からは土器片が多く出土している。 031号

炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第98図)から、子母口式期と考えられる。

034号炉穴(第87図、図版19)

長楕円形の掘込みと円形の掘込みが重複するような形態の掘込みである。燃焼部は長楕円形の部分に認

められる。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積は多い。燃焼部の直上から礁が出土しているo034 

号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第98図)から、子母口式期と考えられる。
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036号炉穴(第87図、図版19)

円形の深い掘込みに、燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積は多い。 036号炉穴

からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

039号炉穴(第88図、図版19) 

円形の浅い掘込みに燃焼部が 2か所認められるO 掘込みの底面は撹乱による凹凸が認められる。燃焼部

はあまりよく焼けておらず、焼土の堆積は少ない。 039号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器

(第98図)から、子母口式期と考えられる。

040号炉穴(第88図、図版19)

南側の楕円形の掘込みと、北側の不整形の掘込みからなるO 北側の掘込みは、。円形もしくは楕円形の 2

基の掘込みからなるようであるo 3か所の燃焼部が認められることから、 3基程度の炉穴の重複したもの

であると考えられる。南側の掘込みの燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多し」北側の掘込みの燃焼

部はよく焼けていないが、焼土の堆積は比較的多い。北側の掘込み内の柱穴状の掘込みが040号炉穴に伴

うか否かは不明であるo040号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第98図)から、子母口式期

と考えられる。

041号炉穴(第88図、図版19)

円形の比較的深い掘込みに、燃焼部が認められるO 燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積は多し、。 041

号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

042号炉穴(第88図、図版19)

不整形の掘込みの端部に 2か所の燃焼部が認められる。、円形もしくは楕円形の 2基の掘込みからなる

ようである。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 042号炉穴の設営時期は、覆土中から出土し

た土器(第98図)から、子母口式期と考えられる。

043号炉穴(第88図)

不整形の掘込みの端部に燃焼部が認められる。、円形もしくは楕円形の 2基の掘込みからなるようであ

る。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 043号炉穴からは土器は出土していないので、設営時

期は不明であるO

045号炉穴(第88図、図版19) 

不整円形の大きな掘込みに燃焼部が2か所認められる。底面は撹乱による凹凸が認められ、東側の柱穴

状の掘込みが045号炉穴に伴うか否かは不明である。燃焼部は比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較

的多い。 045号炉穴から撚糸文土器が出土している(第98図、図版36)が、 045号炉穴の設営時期を撚糸文

期とすると、本遺跡の炉穴の設営時期とはかけ離れることから、現段階では設営時期は不明であるといわ

ざるを得ない。

048号炉穴(第89図、図版20)

方形の大きな掘込みと、円形もしくは楕円形の小さな掘込みからなるO 燃焼部は 2か所認められるが、

西側の燃焼部の範囲は極めて狭い。中央の燃焼部の直上からは土器片が出土している。燃焼部は比較的よ

く焼けており、焼土の堆積も比較的多い。 048号炉穴の設営時期は、覆土中より出土した土器(第98・99図)

から、野島式期と考えられる。
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051号炉穴(第89図、図版20)

不整楕円形の掘込みに、 2か所の燃焼部が認められる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。

051号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

052号炉穴(第89図、図版20)

長楕円形の掘込みの両端部に、 2か所の燃焼部が認められる。南側の燃焼部はよく焼けており、焼土の

堆積も多いが、北側の燃焼部はあまりよく焼けておらず、焼土の堆積も少ない。南側の燃焼部の直上から

は土器片が出土しているo052号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第99図)から、子母口式

期と考えられる。

053号炉穴(第89図)

不整の半月形の掘込みに燃焼部が 2か所認められる。掘込みは浅く、壁の立上がりが明瞭に検出できな

かったので、プランは不安定であるといわざるを得ない。柱穴状の掘込みが053号炉穴に伴うか否かは不

明である。燃焼部はあまりよく焼けていないが、焼土の堆積は比較的多い。 053号炉穴からは土器は出土

していないので、設営時期は不明である。

054号炉穴(第89図、図版20)

楕円形の掘込みであるが、円形の掘込み(西半)と楕円形の掘込み(東半)からなっているようでもあ

る。柱穴状の掘込みが054号炉穴に伴うか否かは不明である。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土の

堆積はあまり多くない。掘込み中央部の覆土上層から土器片が多く出土している。 054号炉穴の設営時期

は、覆土中から出土した土器(第99図)から、子母口式期と考えられる。

055号炉穴(第89図、図版20)

楕円形の掘込みで、なだらかに立ち上がる壁面に燃焼部が認められる。燃焼部はあまりよく焼けておら

ず、焼土の堆積もあまり多くない。 055号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

057号炉穴(第90図、図版20)

楕円形の浅い掘込みが3基以上重複するような形態を呈する炉穴で、燃焼部も 3か所以上認められる。

掘込み中央部の柱穴状の掘込みは燃焼部を壊しており、 057号炉穴よりも新規の設営であろう。東側の楕

円形の柱穴状の掘込みが057号炉穴に伴うか否かは不明である。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も

多い。 057号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第99図)から、子母口式期と考えられる。

059号炉穴(第89図)

長楕円形の掘込みの中央部に燃焼部が認められる。南東側の柱穴状の掘込みが059号炉穴に伴うか否か

は不明である。燃焼部はよく焼けているが、焼土の堆積はあまり多くない。 059号炉穴からは土器は出土

していないので、設営時期は不明である。

060号炉穴(第90図)

不整円形の浅い掘込みの南東部に円形の突出する掘込みがあり、この部分に燃焼部が認められる。燃焼

部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 060号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明

である。

061号炉穴(第90図、図版20)

楕円形の掘込みに狭い範囲の燃焼部が認められ、東側の突出部にも燃焼部が認められる。燃焼部は共に

比較的よく焼けており、焼土の堆積も比較的多い。 061号炉穴からは土器は出土していないので、設営時

期は不明である。
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062号炉穴(第90図、図版20)

楕円形の掘込みの西側の幅広の壁の部分に燃焼部が認められる。南側の柱穴状の掘込みが062号炉穴に

伴うか否かは不明である。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多し ¥0 062号炉穴からは土器は出土し

ていないので、設営時期は不明である。

063号炉穴(第90図)

不整方形もしくは不整円形の掘込みが 2基重複するような形態である。新規に設営されたと思われる掘

込み内には、小規模な燃焼部が 2か所認められる。共にあまりよく焼けていないものの、焼土の堆積は多

い。 063号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

064号炉穴(第90図)

長楕円形の掘込みの南北方向に楕円形の掘込みが突出するような形態を呈する。本来は、楕円形の掘込

みが数多く重複するものであろうと思われる。比較的範囲の広い燃焼部が 2か所認められる。燃焼部は共

によく焼けており、焼土の堆積も多い。 064号炉穴の設営時期は、覆土中から出土した土器(第99図)か

ら、子母口式期と考えられる。

065号炉穴(第90図)

不整楕円形の掘込み内に 2か所の燃焼部が認められ、南西の小さな掘込み内にも燃焼部が認められる。

燃焼部はいずれもあまりよく焼けておらず、焼土の堆積も少ない。 065号炉穴からは土器は出土していな

いので、設営時期は不明である。

066号炉穴(第91図)

不整円形の掘込みの北西端に燃焼部が認められ、掘込み外にも燃焼部が認められる。掘込み外の燃焼部

が属する掘込みは、削平されてしまったものと思われる。燃焼部は共によく焼けており、焼土の堆積も多

い。 066号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

068号炉穴(第91図)

楕円形の掘込みと、掘込み外に燃焼部が認められる。掘込み上面が削平され、掘込みの深い部分と燃焼部

のみが残存しているものと思われる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 068号炉穴からは土

器は出土していないので、設営時期は不明である。

069号炉穴(第91図)

不整形の掘込みと、掘込み外に燃焼部が認められる。掘込み外の燃焼部は明らかにこの掘込みに伴うもの

と思われる。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。柱穴状の 2基の掘込みが069号炉穴に伴うか

否かは不明である。 069号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

070号炉穴(第91図)

楕円形の掘込みに、燃焼部が認められるO 柱穴状の掘込みが070号炉穴に伴うか否かは不明である。燃

焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 070号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不

明である。

071号炉穴(第91図)

燃焼部のみが残存している炉穴である。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 070号炉穴から

は土器は出土していないので、設営時期は不明であるO
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072号炉穴(第91図)

燃焼部のみが残存している炉穴である。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 072号炉穴から

は土器は出土していないので、設営時期は不明である。

073号炉穴(第91図)

燃焼部のみが残存している炉穴であるO 燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 073号炉穴から

は土器は出土していないので、設営時期は不明である。

074号炉穴(第91図)

楕円形の掘込みの、幅狭の端部に燃焼部が認められる。掘込みの半分程度は調査区外に延びている。燃

焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 074号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不

明である。

075号炉穴(第91図)

燃焼部のみが 2か所残存している炉穴である。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 075号炉

穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

076号炉穴(第91図)

楕円形の掘込みが 2基重複するもので、古い方の掘込みの全面にわたって燃焼部が認められる。柱穴状

の掘込みの壁画には燃焼部による受熱の痕跡が認められるので、 076号炉穴に伴うか、 076号炉穴設営以前

のものであろう。燃焼部はよく焼けており、焼土の堆積も多い。 076号炉穴からは土器は出土していない

ので、設営時期は不明である。

078号炉穴(第92図)

不整楕円形の掘込みであると思われるが、溝によって壊されているので断定はできない。燃焼部は 3か

所認められるが、南西側の燃焼部は範囲が極めて広く、幾つかの燃焼部が重複しているものと思われる。

燃焼部はいずれもよく焼けており、焼土の堆積も極めて多い。 078号炉穴からは土器は出土していないの

で、設営時期は不明であるO

080号炉穴(第92図)

円形の掘込みの東側に小さな円形の掘込みが突出するように掘り込まれているO 燃焼部は比較的よく焼け

ているが、焼土の堆積は多くない。 080号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明であるO

082号炉穴(第92図)

不整方形の掘込みで、燃焼部は 2か所が重複しているようなプランを呈する。掘込み内の西側には段差

が認められる。燃焼部は比較的よく焼けているが、焼土の堆積はあまり多くない。 082号炉穴からは土器

は出土していないので、設営時期は不明である。

083号炉穴(第92図)

長楕円形のプランを呈するものと思われるが、南端は壊されているので詳細は不明である。燃焼部はよ

く焼けているが、焼土の堆積は少ない。 083号炉穴からは土器は出土していないので、設営時期は不明で

ある。
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( 2 )土坑

大作頭遺跡C区からは15基の土坑が検出されている。この中には、形態から考えて陥穴と判断されるも

のもあり、それについては本文中に明記しているO

土坑の設営時期については、覆土中から出土した土器片の時期に準拠しているが、土器片が出土してい

る土坑は 1基にすぎない。したがって、土器片の出土していない大半の土坑については、時期はおろか、

縄文時代に属するものであるかという基本的な疑問がある。しかし、これらの土坑については、調査段階

で、確認面のレベルや覆土から考えて縄文時代に属すると判断していることから、縄文時代に属するもの

として扱うこととしたO

-住居跡の土器片の出土していない土坑の、詳細な設営時期は不明であるが、炉穴の設営時期(早期)

-包含層の形成時期(早期・中期・後期)のいずれかに相当するものと考えられる。設営時期(中期)

土坑の土層断面の注記について、提示の必要があると判断されるもののみ本文中に記している。また、

複数の掘込みが重複し、本来は複数基の土坑であると判断されるものであっても、調査段階で一つの遺構

1基として扱っているO

n
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番号を付したものについては、



010号土坑(第93図)

方形のプランで、掘込みはしっかりとしている。 010号土坑からは土器は出土していないので、設営時

期は不明である。

014号土坑(第93図)

楕円形の浅い掘込みである。壁の大半は漸移層中に設けられており、壁はしっかりとはしていないので、

プランは不安定であるといわざるを得ない。 014号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不

明であるO

028号土坑(第93図)

方形プランのしっかりとした掘込みと、柱穴状の掘込みからなるO 方形の掘込みのほうが新規の設営で

あると判断した。 028号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

029号土坑(第93図、図版21) 

楕円形のプランで、掘込みは深くしっかりとしているO 陥穴であろうと思われる。東側の掘込み上面は

崩壊・流出によって壁が斜めに掘り込まれているような状態を呈する。 029号土坑からは土器は出土して

いないので、設営時期は不明である。

032号土坑(第93図)

長方形のプランで、掘込みはしっかりとしている。口径と底径に大きな差がない。 032号土坑からは土

器は出土していないので、設営時期は不明であるO

033号土坑(第93図)

楕円形のプランで、掘込みは深くしっかりとしている。 033号土坑の設営時期は、覆土中から出土した

土器(第96図)から、子母口式期と考えられる。

035号土坑(第93図、図版21)

楕円形のプランで、掘込みは極めて深い。陥穴であろうか。 035号土坑からは土器は出土していないの

で、設営時期は不明である。

038号土坑(第94図)

楕円形のプランで、掘込みは深くしっかりとしている。 038号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

044号土坑(第94図)

楕円形のプランで、掘込みは深くしっかりとしているo044号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明であるO

046号土坑(第94図、図版21)

円形の掘込みと楕円形の掘込みからなる。円形の掘込みは極めて深い。陥穴であろうか。楕円形の掘込

みは浅く、壁はなだらかに立ち上がる。 046号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明で

ある。

049号土坑(第94図、図版21)

円形の深い掘込みと、円形の浅い掘込みからなるO 深い掘込みは陥穴であろうか。 049号土坑からは土

器は出土していないので、設営時期は不明である。
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050号土坑(第94図)

楕円形のプランで、掘込みは深くしっかりとしているo050号土坑からは土器は出土していないので、

設営時期は不明である。

056号土坑(第95図)

楕円形のプランで、掘込みは深い。地山の上半が脆弱であったため、崩壊の危険があり、底面の検出は

行えなかった。陥穴であろうか。 056号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

077号土坑(第95図)

楕円形もしくは方形のプランで、掘込みは深い。陥穴であり、底面のピットは077号土坑に伴うものと

思われる。 077号土坑からは土器は出土していないので、設営時期は不明である。

081号土坑(第95図)

楕円形のプランで、掘込みは深い。陥穴であろうか。西側の浅い掘込みは、単独の土坑ではなく、深い

掘込みの壁の上部が、崩壊・流出してしまった部分であろう。 081号土坑からは土器は出土していないの
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( 3 )住居跡

001号住居跡(第96図、図版21)

円形のプランであろうと思われる。掘込みは極めて浅く、北西半の壁は検出できなかった。南西側の壁

に沿うように、幅広の壁溝状の掘込みが検出されたが、掘込みは 5叩程度であり、その性格は不明である。

柱穴は 1本検出され、掘込みは比較的しっかりとしている。炉は北西側から検出された。覆土は暗褐色土

を主体に焼土を多く含むもので、掘込みの底面や壁画に沿うように焼土層が認められた。炉を囲むように

掘り込まれている楕円形の浅い掘込みの性格は不明であるO 床面はしまりにかける。

001号住居跡の覆土からは土器片が出土している口いずれも脆弱な焼成であり、取上げの段階で崩壊が

進行してしまったO 整理作業の段階での接合・復元に努めたが、図示できるほどの大きさには接合できな

かったO 破片は加曽利EII式もしくは皿式のキャリパー形土器の胴部破片であろうと思われ、 001号住居

跡の設営時期を示しているものと思われる。
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第96図 C区縄文時代住居跡実測図
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2 遺物

大作頭遺跡C区から出土した縄文時代の遺物は、土器・石器・礁に限られる。このうち実測図を提示す

るものは土器と石器であり、礁については出土状況(分布状況)の提示と、基礎的な分析(重量・大きさ・

遺存度)を行うものとする。

土器は、遺構ごとに掲載し、その後に遺構外出土を掲載した。掲載順序は、遺構出土については、遺構

の事実記載の順番に従っている。遺構外出土については、型式ごとの分類に準拠するのではなく、 A区内

での各時期別の土器片の分布状況が概観できるように、大グリッドごとに掲載した。掲載する土器の取捨

選別の段階で、図示不可能な小破片や、細別時期が不明な条痕のみの破片・無文の破片は掲載しないもの

としたo胎土中に繊維を含む土器については、断面中にドットを付しておいた。

石器は、大作頭遺跡B区での石器組成(縄文時代早期の炉穴・土坑を主体とする遺跡の石器組成)を概

観できるように、出土地点ごと(遺構ごと・グリッドごと)による提示ではなく、器種ごとに掲載するこ

とを基本とした。実測図を提示した石器は、完形もしくはこれに準ずるものに限った。なお、実測図を提

示しないものについては、全点にわたり器種・石材・計測値等を第5表に示した。実測図に示した石器に

ついても同様の作業を行っている。石器実測図に用いているスクリーントーンの用例は凡例に示している。

C 1 )土器

大作頭遺跡C区から出土した縄文式土器は、遺構内・遺構外出土にかかわらず、早期の撚糸文土器や子

母口式土器が主体であり、少量の加曽利E式土器・加曽利B式土器が認められるにすぎない。

土器の事実記載に際しては、拓影図・断面図・写真(いずれも縮尺は1/3)によって確認できる要素に

ついては省略する。事実記載はあくまで、拓影図等によって表現することのできない要素を記す方法であ

る。内面の拓影図については、遺存状態が良好なものや、特殊なものについては示している。内面の調整

の有無や状態については、拓影図で示していないものについては、その都度記載している。土器型式名に

ついては、遺構出土のものに関しては、遺構の設営時期を推し量る際に重要であることから、その都度記

載したが、遺構外出土のものに関しては、明確にする必要があるものに限り記載し、全点にわたり記載し

ているわけではない。

子母口式土器は市原市域のみならず、千葉県内での出土例はあまり多くない。また、大作頭遺跡 CA区・

B区・ C区)出土の子母口式土器は、その終末期の様相をよく示した土器群であり、今後の引用・分析の

対象となることが十分予想される。したがって、主要な土器群については巻頭のカラー図版に示し、文様・

施文方法・口唇部加飾の詳細を示すために接写を行い(図版43'""48 縮尺は任意)、今後の活用に向けて

の便宜を図っている。

条痕のみの土器・擦痕のみの土器・無文土器など、形式学的な特徴に乏しい土器については、胎土・焼

成や有文土器の量的な多さから、子母口式土器と判断したものが多し1。現実には田戸上層式土器の新しい

部分から野島式土器の古い部分の土器も少なからず含まれている可能性が高い。しかし、破片資料でこれ

らを厳密に区別することは困難であることから、ここでの子母口式土器とは、若干の時間幅(田戸上層式

土器の新しい部分から野島式土器の古い部分)を有していることを明記しておきたい。

また、条痕としたものの中には、員殻条痕と絡条体条痕が含まれている。明確に絡条体条痕であると判

断されるものはそのように記しているが、明確に区別できないものは単に条痕と記している。
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a 炉穴出土土器

002号炉穴出土土器(第97図、図版35)

1・2は同一個体であろうと思われる。 2の器表面には、太い絡条体の浅い押捺が施される。内面には

軽易な擦痕が認められる。子母口式土器であるO

003号炉穴出土土器(第97図、図版35)

1 は内外面ともに条痕が認められる。 3~5 は同一個体である。 3 は波状口縁部の破片である。 3 は縦

位の沈線に挟まれた部分に、板状ないし箆状工具による幅広の浅い凹線が施される。この凹線はZ字状に

施される。細い沈線で区画された部分に凹線が施されることから、区画文の萌芽が認められる土器片であ

り、野島式土器的な要素を多分に有するが、子母口式土器の範鴎におさめておくことが無難であろうと思

われる。 1~5 は子母口式土器である。

012号炉穴出土土器(第97図、図版35)

1は受熱により、内外面ともに剥落が進行している。内外面ともに擦痕が認められる。子母口式土器で

ある。

013号炉穴出土土器(第97図、図版35)

1は器表面のみに条痕が認められる。子母口式土器であろう。

015号炉穴出土土器(第97図)

1は中期後半のキャリパー形土器の胴部上半の破片で、破片上端の隆帯は、口縁部と胴部を区画する隆

帯であろう。

017号炉穴出土土器(第97図、図版35)

1・2・4は内外面ともに擦痕が認められる。 3は内外面ともに軽易な擦痕が認められる。いずれも子

母口式土器であろう。

021号炉穴出土土器(第97図、図版36)

1は撚糸文土器である。

022号炉穴出土土器(第97図、図版36)

1は内外面ともに条痕が認められる。 1• 2共に子母口式土器であろう。

025号炉穴出土土器(第98図、図版36)

1 ・ 3 は同一個体で、器表面には擦痕が認められる。 2 も擦痕が認められる。 1~3 の内面の擦痕はあ

まり顕著ではない。子母口式土器であるO

027号炉穴出土土器(第98図、図版36)

1は内外面ともに軽易な擦痕が認められる。子母口式土器である。

031号炉穴出土土器(第98図、図版36)

2は内外面ともに組い擦痕が認められる。口縁左端は波状口縁であるが、波状部上半が破損しており、

形態は不明であるo 3は内外面ともに擦痕が認められる。器表面の中央やや右側には、破片全体を縦断す

るように縦位の際沈線が施され、この沈線の両側に斜め下の方向に向けて、細沈線が施される。全体とし

ては綾杉状の意匠である。子母口式土器にこのような細沈線が認められる例が散見されていたが、小破片

のものが多く、調整の段階で偶然に生成した可能性などが指摘されていたが、 3のような明瞭な意匠を有

する例は極めて珍しいものといえるo 1 ~ 4は子母口式土器である。
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034号炉穴出土土器(第98図、図版36)

lは、内外面ともに軽易な擦痕が認められる。子母口式土器である。

039号炉穴出土土器(第98図、図版36)

1 の器表面は、口縁端部では横位方向の条痕が、胴部では縦位の条痕が認められる。 1~3 は子母口式

土器であろう。

040号炉穴出土土器(第98図、図版36)

1は撚糸文土器である。 2は無文であるが、胎土・焼成から判断し、子母口式土器と思われる。

042号炉穴出土土器(第98図、図版36)

1は口縁端部が若干肥厚し、内外面ともに擦痕が認められる。子母口式土器である。

045号炉穴出土土器(第98図、図版36)

1・2は撚糸文土器である。

048号炉穴出土土器(第98・99図、図版36)

1は口縁端部に刻みが施される。刻みの下には横位方向の条痕が施され、破片左下では縦位の条痕が施

される。内面の条痕は横位と斜方向である。 2の器表面には縦横方向の条痕が施される。縦位の条痕の後

に横位の条痕調整がなされる。内面も同様の条痕である。 1・2ともに野島式土器であるO

052号炉穴出土土器(第99図、図版36)

1は内外面ともに擦痕が認められる。子母口式土器であるO

054号炉穴出土土器(第99図、図版36)

1~3 は同一個体の可能性が高い。内外面ともにしっかりとした条痕が認められる。子母口式土器であ

ろうと思われるが、野島式土器の可能性もある。

057号炉穴出土土器(第99図、図版36)

1は隆帯が貼付され、隆帯の両脇は軽易なナゾリが認められる。子母口式土器であろうか。 2は内外面

ともに軽易な擦痕が認められる。子母口式土器である。

064号炉穴出土土器(第99図、図版37)

lは横位の条痕の後に、縦位の条痕調整がなされる。子母口式土器である。
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c 遺構外出土土器

ここでは、遺構外から出土した縄文土器を扱う。遺構外出土については、型式ごとの分類に準拠するの

ではなく、 C区内での各時期別の土器片の分布状況が概観できるように、大グリッドごとに掲載した。な

お、遺物番号は大グリッドごとに更新し、出土した小グリッドが判明しているものについては、その小グ

リッド名を遺物番号の脇に記している。

なお、縄文時代以外の遺構 (C区では001号方形周溝状遺構)から出土した縄文土器についても、遺構

外出土土器としてここに提示しているO また、大作頭遺跡A区・ B区・ C区のどの地区から出土したか判

然、としない表採資料(大作頭遺跡表採土器)について、便宜的にここで扱うこととした(第102図)。これ

とは別に大作頭遺跡C区の表採資料 (C区表採土器)も掲載している(第101図)。

001号方形周溝状遺構出土土器(第101図、図版37)

1・2は後期中葉に属する組製土器である。

N23区出土土器(第101図、図版37)

1は撚糸文土器である。 2は横位の集合沈線の上に断面が三角形の隆帯が貼付される。田戸上層式土器

の終末期の破片であろうか。

023区出土土器(第101図、図版37)

1・5・7は撚糸文土器であるo 7の口縁端部には斜め方向から横方向の撚糸文が施される。 2・3・

6は子母口式土器で、 6の器表面には条痕が認められる。 4は後期中葉に属する。

P22区出土土器(第101図、図版37)

2・3は撚糸文土器で、 1の器表面には条痕が認められる。子母口式土器であるO

P23区出土土器(第101図、図版37)

3・4・6は撚糸文土器であるo 1は横位の撚糸文が認められる。内面には軽易な擦痕のような調整が

認められる。時期は不明である。 2は器表面に軽易な擦痕が認められる。子母口式土器であろう。 5は後

期中葉に属する。

Q22区出土土器(第101図、図版37)

1は撚糸文土器である。

Q23区出土土器(第101図、図版37)

1・2は撚糸文土器である。

C区表採土器(第101図、図版37)

1・2・3は撚糸文土器である。 4は胎土・焼成から判断し、子母口式土器と思われる。 5は田戸下層

式土器である。 6・8は中期後半に属し、 7は後期中葉に属する。

大作頭遺跡表採土器(第102図、図版37)

lは三戸式土器である。 2は内外面ともに浅い条痕が認められる。口縁端部には絡条体圧痕が施される。

胴部には細沈線による区画文と充填文が施される。破片中央下端には横位の微隆起が施される。微隆起や

区画文系の意匠は野島式土器的であるが、浅い条痕や絡条体圧痕は明らかに子母口式土器である。現段階

では子母口式土器の終末期の破片であるとしておきたい。 3は幅狭の板状工具による刺突列が施される。

子母口式土器であろう。 4は破片右側に幅広の隆帯が貼付され、この隆帯が貼付される口縁部分・口唇部

は若干突出する。口唇には絡条体圧痕が施される。隆帯上にも絡条体圧痕が施される。隆帯より左側には
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横位方向の刺突列が施されるが、隆帯の右側は無文となるO 内面には横位の擦痕が認められる。子母口式

土器の終末に属する破片であろう。 5~10は後期中葉から後半に属する。
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表採

7 
表採

2 
表採

5 
表採

表採

第102図 大作頭遺跡表採の縄文土器実測図

。

毛

3 
表採

6 
表採

10cm 

( 2 )石器(第103図、図版38・42)

石器は、大作頭遺跡C区での石器組成を示すことを第一の目的としたO したがって、出土地点ごとによ

る提示ではなく、器種ごとに掲載することを基本としたO

実測図を提示した石器は、完形もしくはこれに準ずるものに限ったO なお、実測図を提示しないものに

ついては、全点にわたり器種・石材・計測値等を石器一覧表(第 5表)に示した。実測図に示した石器に

ついても同様の作業を行っている。石器実測図に用いているスクリーントーンの用例は凡例に示しているO

実測図は、剥片石器(第103図、図版38)と磯素材の石器(喋石器 第104図、図版42)に分けて提示し

ている。なお、事実記載に関わる要素は、すべて石器一覧表に記しているので、ここでの重複は避けるO
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遺構・グリッド 名称 石材
長×幅x厚 重量

図番号 遺構・グリッド 名称
(四) (g) 

∞4号方形周溝状遺構 ブレイク チャート 2.4x 3x 1 5.5 022-87 打製石芹

ω4号方形周溝状遺構 ブレイク チャート 3.1 x 2.5x 0.6 3 023-20 フレイク

ω4号方形周t時状遺構 7レイク 黒曜石 2.3 x 2.6 x 0.8 3.9 023-21 フレイク

∞4号方形周t措状遺構 フレイク 黒唱石 1.7x 3.6x 1 4 023-27 フレイク

∞4号方形周櫛杖遺構 フレイク 黒曜石 3.1x 1.4x 0.7 2.7 P22-72 フレイク

∞4号方形周櫛状遺構 ブレイク 黒曜石 1.5x 2.3x 1 2.3 P22 打製石斧

∞4号方形周構状遺構 ブレイク 黒嘱石 2.4X 1.5x 0.8 2.2 P23-22 磨石

ω4号方形周溝状遺鰐 7レイク 黒曜石 1.1x 1.3x 0.3 0叫 P23-44 打製石斧

∞4号方形周櫛状遺傭 石鍍 黒曜石 1.6x 1.1 x 0.5 0.56 l∞一l P23-44 7レイク

ω4号方形周櫛状遺構 ブレイク チャート 1.3x 1.7x 0.6 1.2 Q17 チッブ

∞4号方形周櫛状遺構 ブレイク 砂岩 1.2x 1.9x 0.4 1.2 Q17 チップ

∞4号方形周溝状遺構 チップ 黒曜石 Q17 チップ

∞7号炉火 7レイク チャー卜 2.9x 2.6x 0.4 2.2 大作頭表採 ブレイク

匹目号炉火 7レイク チャート 3.3 x 2.3 x 0.8 5.3 大作頭表採 ブレイク

042号炉火 7レイク 黒糧石 1.3x 2.2x 0.7 1.2 大作頭表採 フレイク

例3号炉穴 フレイク 黒曜石 2.2 x 3.6 x 0.8 5 大作頭表採 7レイク

似3号炉火 フレイク 黒曜石 1.5x 1 x 0.4 0お 大作頭表採 ブレイク

似3号炉穴 ブレイク 凝灰岩 2.9x 3.7x 1.3 6.1 大作頭表採 7レイク

者採 ブレイク 黒曜石 1.6x 1.2x 0.6 0.73 表採 ブレイク

表採 ブレイク 黒躍石 1.5x 2.5x 0.8 1.6 表採 ブレイク

表採 7レイク 黒曜石 3.4X 2.8x 0.7 2.8 表採 石11
表採 ブレイク 黒曜石 1.1x 1.3x 0.4 0.54 表採 敵石

表採 ブレイク 黒曜石 1.1 x 1.3x 0.4 0.54 表採 ブレイク

N23-25 RF チャート 3.4X 5.6x 1.4 お 大作頭表採 石鍛

第 5表 C区縄文時代石器一覧表

-A-m亀 -劇&
く〉 1 

SX-()()4 〈ごご:::> 2 
表採

第103図 C区石器実測図 (1)

( 3 )喋

石材
長×幅×厚 重量 図番号

(佃) (g) 

安山岩 8x 4.9x 2.9 131.3 101-6 

頁岩 5x 3.5x 1.3 15.ι3 

チャート 2.7x 3x 0.5 2.9 

黒唱石 1.1 x 1.4 x 0.5 0.61 

安山岩 2.1 x 3.3x 0.7 4 

ホルンフェルス 6.5x 4.1 x 1.7 48.7 101-5 

石英斑岩 7.4X 5.7x 3.9 258.8 101-4 

ホルンフェルス 5.3x 4.3x 1.7 51.1 

黒曜石 1.6x 1.2x 0.5 0.81 

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チャー卜 4.3 x 2.8 x 0.9 10.3 

流紋岩 4.1x 3.1X 1.1 11.2 

安山岩 2.9 x 3.6 x 0.6 7.9 

黒曜石 2.6x 2.6x 0.7 3.7 

黒曜石 1.2x 1 x 0.3 0.28 

チャート 4.7 x 4.2 x 2.6 35 

チャート 3.7x 3.2x 1.2 14.8 

流紋岩 3.3 x 3.5 x 0.9 8.9 

珪質頁岩 2.5x 1.7x 0.5 1.611ω-2 

石英斑岩 5.8x 5.1 x 4.2 1部.2 101-7 

黒曙石 1.5x 2.1 x 0.9 1.1 

黒曙石 1.8x 1.3x 0.4 。邸 1ω-3 

-~-~~ 
て〉

。

3 
表採

5四

大作頭遺跡C区の遺構外からは散発的に礁が出土している。顕著な集中範囲は形成されておらず、各小

グリッドでの出土数は、 o(ゼロ)もしくは 5点以下が主体である。 10点以上の礁が出土している小グリッ

ドは、 N23-25・023-06の2つのグリッドのみである。

なお、大作頭遺跡C区から出土している礁は、 A区・ B区から出土している喋と大きさ・重量に差はな

い。 B区で出土した大量の礁については、第 3章で詳細に分析しているので、 C区の礁の分析は行ってい

ない。
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第104図 C区石器実測図 (2)
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第3節歴史時代

1 遺構

大作頭遺跡C区からは、歴史時代に属すると考えられる遺構は、方形周溝状遺構が1基検出されている。

001号方形周溝状遺構(第105図、図版21)

約10.5m四方の規模を有する方形周溝状遺構である。溝の幅は約1.0m強で、掘込みはしっかりとして

おり、深さは40cm~50cmで、ある。溝の覆土は、暗褐色土を主体に黒色土を多く含むものであった。

方台部中央のやや南西側から、主体部と考えられる 2基の土坑が検出された。方形の土坑と楕円形の土

001号方形周溝状遺構

.A' 

c・一一 一一・C'

、同・
i
l
l

A'- ・A'68.2m

務ゑ多 務~ 物多
。 4m 

第105図 C区方形周溝状遺構実測図(1)
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坑が並ぶものであり、共に長軸が北西から南西方向を向く。土坑の覆土は、共に黒褐色土を主体に小径の

ローム塊を含むもので、歴史時代の覆土であることは間違いない。調査段階での所見では、方形周溝状遺

構に伴うものと判断されているが、この主体部が001号方形周溝状遺構に確実に伴うという根拠があるわ

けではない。単独の主体部であった可能性も認めておかなければならないであろう。

また、楕円形の深い掘込みの土坑が、方形周溝状遺構の主体部であるという類例に欠けていることから

も、主体部であるとは断定し難く、今後の類例を待たなければならない点も明記しておかなければならな

し¥0

方形周溝状遺構の溝内や主体部からは遺物は出土していない。したがって、 001号方形周溝状遺構の設

営時期は、厳密には不明である。しかし覆土は明らかに歴史時代のものであり、大作頭遺跡A区でも方形

周溝状遺構が検出されていることから、大作頭遺跡、A区同様、奈良時代を中心とする時期であることが考

日
間

S
‘〈・
1
1
1

可司「

えられる。

部体主

主

|

構遺状溝周形方口すnu 
n
U
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1m 。
C区方形周溝状遺構実測図 (2)第106図



第 5章まとめ

第 1節炉穴

大作頭遺跡、からは160基の炉穴が検出された。炉穴の整理作業を行う中で生じた疑問点や課題について

最後に述べておきたい。

一つは炉穴の用途で、ある。炉穴の用途については、深い掘込みで煙道を有するものに限定するならば、

安孫子昭二氏による煮炊き用の施設であるという論11と、新東晃一氏による嬬製施設論21がある。

前者は、煙道上部に土器をすえて、燃焼部で、の火力により煮沸を行うという論である。筆者も、燃焼部

直上から土器片が比較的多く出土する例が多いことなどから考えて、煮沸施設であるという論には整合性

があると考えている。

後者は、煙道上部に』属製用の肉を置き、燃焼部で燃やされた燃料材の』煙によって嬬製を作るという論で

あり、実験結果31や理化学的な分析41から、整合性のある論であるといえるO

問題は、関東地方で一般的に認められる掘込みの浅い炉穴の用途であるO 掘込みの底面がハードローム

層に達することのない10cm~20cm程度の掘込みの炉穴の用途が何で、あったか疑問が残る。これらの炉穴

は、調査の最初の段階で除去された表土層の厚さを見積もったところでも、とても煙道を有していたとは

考えがたいものである。大作頭遺跡でも、掘込みが深く、煙道を有していたと考えられるものは全体の中

では少数であり、残りの多数の掘込みの浅い炉穴の用途は不明であるといわざるを得ない。

しかしここで注目されるのは、関東地方での炉穴は掘込みの深さにかかわらず、重複している例が多い

という点である。この重複する様相の原因としては、燃焼に必要な風を取り入れるために、季節ごとの風

向きを考慮に入れて、作り替えたのではな~\かという指摘51も傾聴に値する。しかし、作り替えたという

点を基準にするならば、「壊れやすしり施設であったからなのではないかという指摘もできる。このよう

に考えると、今日我々が調査をする掘込みの浅い炉穴は、何らかの上部の施設が壊されたものである可能

性が高く、今後の調査において土層断面の詳細な観察が行われなければならないであろう。炉穴が複雑に

重複するプロセスについては、石井寛氏によって、詳細な土層の観察から語られておりヘ今後の参考と

なろう。

もう一方の課題は、炉穴の基数の問題である。厳密には炉穴の基数の呼称方法の問題であるO 大作頭遺

跡では、単独の掘込みに 1か所の燃焼部が認められるものや、複数基の掘込みに複数か所の燃焼部が認め

られるものがある。単独で設営されている炉穴と重複する炉穴では、時期・立地・構造等による差異が存

在していた可能性がある。また、多くの炉穴が検出された遺跡相互を比較する場合でも、単独の炉穴や重

複する炉穴の基数の内訳が示されるべきであると考えるO したがって、重複する炉穴を炉穴群と呼称し、

掘込みの数と燃焼部の数を表す方法が望ましいと考えられる。

すなわち、 3基の掘込みが重複し、燃焼部が 2か所認められる炉穴群は、 1群3基(燃焼部 2)とし、こ

のような炉穴群が 2基検出されている場合は、 2群6基(燃焼部 4)と示す方法が望ましいと考えられる。

この群・基による呼称方法に加え、単独で検出された基数を併記することにより、炉穴が多く検出される

遺跡の内容を、少しでもわかりやすく表現できるのではなかろうか。

4
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第 2節子母口式土器

大作頭遺跡からは子母口式土器が多く出土した。これは、市原市域のみならず千葉県内においても注目

に値する量である。しかし、大作頭遺跡から出土した子母口式土器の評価は、量的なものではなく、時間

的な位置である。個々の土器片の評価については事実記載中で触れているのでここでの重複は避けるが、

子母口式土器でありながら、後続する野島式土器的な要素を多く有する土器が検出されている。子母口式

土器の最終末段階に属するものである。これらの土器群はおおむね勢至久保遺跡7)の土器群に並行するも

のと考えられる。東京湾東岸域での子母口式土器終末期の様相を示す土器として、「大作頭段階Jの土器

群と位置付け、巻頭図版川こ示すことで、資料提供者の責務としておきたい。

注 1 安孫子昭二 1985 r炉穴はこのように使われたJW東京の遺跡~ No.6 東京考古談話会

2 新東晃一 1997 r縄文時代早期の炉穴の復元JW南九州縄文通信~ No.ll 南九州縄文研究会

3 前掲注2

4 中野益男 1998 I梼ノ原遺跡から出土した(煙道付き)炉穴に残存する脂肪の分析JW梼ノ原遺跡』 第1分冊

鹿児島県加世田市教育委員会

5 上田寛ほか 1985 W貝塚山遺跡発掘調査報告書・第 2地点・』 富士見市教育委員会

6 石井寛 1990 W山田大塚遺跡』 横浜市埋蔵文化財センター

7 飯塚博和 1982 W半貝・倉之橋・勢至久保』 野田市遺跡調査会

8 巻頭図版には、大作頭遺跡出土の子母口式土器のうち良好な資料を網羅しており、子母口式土器最終末段階以

外の土器も含まれている。
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図版2

002号炉穴

001号炉穴

007号炉穴

008号炉穴 009号炉穴

017号炉穴 024号炉穴

A区炉穴(1) 



図版3

025号炉穴 026号炉穴

029号炉穴 033号炉穴

035号炉穴 036号炉穴 ・015号土坑

037号炉穴 037号炉穴

A区炉穴(2)



図版4

038号炉穴

省、

041号炉穴

045号炉穴

048号炉穴

039・040号炉穴

044号炉穴

047号炉穴

049号炉穴

A区炉穴 (3)



図版5

050号炉穴 054.055号炉穴

065号炉穴

065号炉穴 065号炉穴

066・068号炉穴 068号炉穴

A区炉穴 (4)



図版6

069号炉穴 012号土坑(右側)

013号土坑 015号土坑

015号土坑 019号土坑

020号土坑 023号土坑

A区炉穴 (5)、A区縄文時代土坑 (I ) 



図版7

046号土坑 053号土坑

001号住府跡 A区方形周溝状遺構

A区方形周溝状遺構 A区方形周溝状遺構主体部

001 .002号炉穴 003・004号炉穴

A区縄文時代土坑 (2)、A区縄文時代住居跡、A区方形周溝状遺構、B区炉穴 (I ) 



図版8

005・007・008号炉穴 009号炉穴

027号炉穴 029・030・031号炉穴

030号炉穴 031号炉穴

032・033号炉穴 035号炉穴

B区炉穴 (2)



図版9

036号炉穴 038号炉穴

038号炉穴 039・040号炉穴

041号炉穴 050・051.052号炉穴

053号炉穴 057号I戸穴

B区炉穴 (3)



図版10

058号炉穴 060号炉穴

061号炉穴 062号炉穴

063号炉穴 064号炉穴

065号炉穴 066号炉穴

B区炉穴 (4)



図版11

066号炉穴

070号炉穴

071号炉穴 071号炉穴

072号炉穴 072号炉穴

B区炉穴 (5)



図版12

073・074・075号炉穴 076号炉穴

078号炉穴 081 . 088号炉穴

081号炉穴 087号炉穴

088号炉穴 090号炉穴

B区炉穴 (6)



図版13

094号炉穴

096号炉穴 097号炉穴

012・013号土坑

014号土坑 016号土坑

B区炉穴 (7)、B区縄文時代土坑 (1) 
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図版15

102号上坑

101号上坑

001号住居跡、 001号住居跡

001号住居跡 001号住居跡

B区縄文時代土坑 (3)、B区縄文時代住居跡(I ) 



図版16

001号住居跡、

003号炉穴 004号炉穴

B区縄文時代住居跡 (2)、C区炉穴 (1)
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図版18

021号炉穴 019・022号炉穴

023号炉穴 024号炉穴

025号炉穴

027号炉穴 026号炉穴

C区炉穴 (3)



図版19

031号炉穴 034号炉穴

036号炉穴 039号炉穴

040号炉穴 041号炉穴

042号炉穴 045号炉穴

c区炉穴 (4)



図版20

048号炉穴 051号炉穴

052号炉穴 054号炉穴

055号炉穴 057号炉穴

061号炉穴 062号炉穴

C区炉穴 (5)
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028号上坑 029号土坑

035号土坑 046号土坑

049号土坑 001号住居跡

C区方形周溝状遺構 C区方形周i'f/f.状遺構主体部

c区縄文時代土坑、 C区縄文時代住居跡、 C区方形周溝状遺構
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旧石器時代石器
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A区炉穴出土土器
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B区炉穴出土土器 (2)
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B区炉穴出土土器 (3)、B区縄文時代土坑出土土器
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B区縄文時代住居跡出土土器、 B区遺構外出土縄文土器(I ) 
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B区遺構外出土縄文土器 (2)
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B区遺構外出土縄文土器 (4)
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B区遺構外出土縄文土器 (5)
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B区遺構外出土縄文土器 (6)
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B区遺構外出土縄文土器 (7)、C区炉穴出土土器 (1 ) 
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館鞠

C区炉穴出土土器 (2)
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c区炉穴出土土器 (3)、c区縄文時代土坑出土土器、 c区遺構外出土縄文土器、大作頭遺跡表採の縄文土器
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A区 .B区 .c区剥片石器
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A区 .8区磯石器
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B区磯石器
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B区磁石器
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A区 025号炉穴 4 A区 030号炉穴 l 

A区 037号炉穴 3 A区 037号炉穴 2 

A区 037号炉穴 4 A区 037号炉穴 4 

A区 056号炉穴 l A区 002号方形周溝状遺構 2 

子母口式土器文様接写(1) 
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A区 04 A区 05-74.75・ 84.85 

A区 05 A区 05-74

A区 05-74 A区 06

A区 06 A区 06

子母口式土器文様接写 (2)
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B区 19-04 B区

B区 111-14 B区 J9-34

B区 J10-10 B区 JIO-20

B区 JIO-21 B区 J11-00 

子母口式土器文様接写 (4)
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C区 003号炉穴 3 C区 003号炉穴 4 

C区 031号炉穴 2 C区 057号炉穴 l 

C区 N23 表採

表採 表採

子母口式土器文様接写 (5)
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A区 002号炉穴 3 A区 002号炉穴 4 A区 010号炉穴 l 

A区 025号炉穴 l A区 037号炉穴 4 
A区 068号炉穴 4 

A区 068号炉穴 5 

A区 072号炉穴 l A区 002号方形周溝状遺構 4 A区 05 A区 05

A区 05-74
A区 05 A区 06 A区 06

A区 06 A区 07 A区 07 A区 E6

B区 029号炉穴 4 
B区 039・040号炉穴 2 B区 061号炉穴 l B区 071号炉穴 2 

B区 071号炉穴 3 B区 071号炉穴 4 B区 071号炉穴 5 

B区 085号炉穴 2 B区 085号炉穴 3 B区 085号炉穴 5 B区 18-32 

B区 J10-43 B区 J10-10 B区 JIO-30 B区 11卜00

c区 003号炉穴 2 

sd且..，...，._
C区 017号炉穴 l C区 017号炉穴 2 

」通雄趨強
C区 017号炉穴 3 

C区 025号炉穴 l 
C区 025号炉穴 3 C区 042号炉穴 l 

C区 025号炉穴 2 c区 025号炉穴 4 

品~~会3伝説道主央
凶通晶画幽薗.箇箇盛誼

C区 054号炉穴 l c区 057号炉穴 2 表採

子母口式土器口唇部加飾接写
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